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神
今
食

○
中
世
の
神
今
食

　

国
家
儀
式
は
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
、
そ
の
あ
り
方
を
変
容
さ
せ
て
行
く
。

変
容
は
、
存
続
の
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る
。
国
家
の
儀
式
体
系
の
中
で
、
当

の
儀
式
が
何
ら
か
の
機
能
を
果
た
す
限
り
、
儀
式
は
、
時
代
の
解
釈
を
取
り
込

み
つ
つ
存
続
し
て
行
く
。

　

古
代
国
家
の
成
立
に
伴
っ
て
整
備
さ
れ
た
令
制
儀
式
の
多
く
も
、
次
第
作
法

に
相
応
の
改
変
を
加
え
つ
つ
、
中
世
に
至
る
ま
で
命
脈
を
保
っ
た
。
そ
れ
ら
令

制
儀
式
の
中
で
も
、
「
月
次
神
今
食
」
は
、
早
く
か
ら
成
立
当
初
の
姿
を
見
失

い
、
著
し
い
内
実
の
変
化
を
遂
げ
な
が
ら
、
そ
の
後
も
数
世
紀
に
わ
た
り
、
時
々

の
情
勢
に
応
じ
た
形
で
生
き
な
が
ら
え
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
ま
ず
第
一
に
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
神
今
食
の
記
事
を
解

読
し
、
そ
の
儀
式
叙
述
の
性
格
を
見
極
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
そ
の
作
業
を
通

し
て
、
当
の
神
事
が
ど
の
よ
う
な
姿
で
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
観
念
を
以
て
、

中
世
に
存
在
し
た
の
か
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。

　
　

六
月
十
一
日
御
神
事
、
一
日
よ
り
は
じ
ま
る
。
行
幸
あ
り
。

　

神
今
食
は
、
六
月
と
十
二
月
の
十
一
日
、
月
次
祭
の
夜
に
行
わ
れ
た
神
事

『
貞
観

儀
式
』
「
神
今
食
儀
」
及
び
『
延
喜
神
祇
式
』
）
。
『
建
武
年
中
行
事
』
本

文
に

日
よ
り
は
じ
ま
る
。
」
と
あ
る
の
は
、
月
次
神
今
食
の
神
事
そ
の
も
の

で
は
な
く
、
そ
の
た
め
の
潔
斎
期
間
が
六
月
一
日
よ
り
始
ま
る
と
の
意
で
あ
ろ

う
。

　

順
徳
院
撰
『
禁
秘
抄
』
「
神
事
次
第
」
は
、
「
二
季
ノ
月
次
神
今
食
」
の
注
に
、

　
　

自
二
一
日
一
至
二
十
一
日
一
也
。
十
二
日
朝
解
斎
。
侃
自
二
一
日
一
僧
尼
重
軽
服

　
　

人
不
参
。
但
無
二
行
幸
一
之
時
ハ
、
真
実
御
身
潔
斎
自
二
十
日
一
也
。
中
祀
作

　
　

法
皆
同
レ
之
。

　

と
記
し
て
い
る
。
「
神
事
次
第
」
は
、
恒
例
の
神
事
に
つ
い
て
、
特
に
潔
斎
に

関
す
る
天
皇
作
法
を
記
す
も
の
で
、
こ
こ
も
、
月
次
神
今
食
の
潔
斎
期
間
が
当

月
の
一
日
よ
り
当
日
ま
で
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
「
中
祀
」
の
例
に
よ
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

『
延
喜
神
祇
式
』
は
、
祈
年
・
神
嘗
・
新
嘗
・
賀
茂
等
の
祭
と
と
も
に
、
月
次

祭
を
中
祀
と
定
め
る
。
ま
た
、
そ
の
潔
斎
期
間
に
つ
い
て
は
、
遡
っ
て
『
神
祇

令
』
に
、
散
斎
三
日
を
中
祀
と
せ
よ
と
の
規
定
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
禁
秘
抄
』

の
言
う
「
中
祀
作
法
」
は
、
少
な
く
と
も
令
の
規
定
か
ら
は
外
れ
た
、
後
世
の

習
い
で
あ
る
。
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『
江
家
次
第
』
「
月
次
祭
」
は
、
「
前
散
斎
一
日
」
即
ち
祭
の
前
々
日
に
、
神
今

食
に
供
奉
す
る
五
位
以
上
の
ト
定
を
行
う
と
し
て
お
り
、
十
二
世
紀
の
当
時
に

も
、
中
祀
散
斎
三
日
の
認
識
が
、
全
く
失
わ
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
一
方
で
は
、
こ
の
基
準
と
は
別
に
、
中
祀
の
潔
斎
を

当
月
の
一
日
か
ら
始
め
る
こ
と
が
、
早
く
か
ら
慣
例
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も

の
ら
し
い
。

　

藤
原
忠
実
の
談
話
を
記
し
た
『
中
外
抄
』
に
よ
れ
ば
、
二
月
四
日
の
祈
年
祭

に
あ
た
っ
て
は
一
日
よ
り
仏
事
を
忌
む
の
が
例
だ
が
、
白
河
院
は
こ
れ
を
誤
り

と
し
、
正
し
く
は
二
日
よ
り
忌
む
と
説
い
た
と
い
う
（
上
巻
六
三
話
）
。
ま
た
、

四
月
中
酉
日
の
賀
茂
祭
に
つ
い
て
は
、
八
日
に
潅
仏
が
あ
れ
ば
九
日
よ
り
、
杜

本
・
当
麻
・
大
神
祭
等
の
使
発
遣
な
ど
の
神
事
と
重
な
り
潅
仏
が
停
止
と
な
れ

ば
一
日
よ
り
潔
斎
に
入
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
白
河
は
、
潅
仏
の
有
無
に
拘

わ
ら
ず
九
日
よ
り
潔
斎
に
は
い
る
の
が
正
し
い
と
し
た
と
い
う
（
同
三
六
話
・

六
四
話
）
。

　

白
河
の
説
は
、
祈
年
・
賀
茂
等
、
中
祀
の
潔
斎
期
間
は
前
後
斎
を
含
め
た
三

日
間
で
十
分
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
、
お
そ
ら
く
令
の
規
定
を
根
拠
と
し
た
の

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
時
と
し
て
は
、
む
し
ろ
当
月
の
一
日
か
ら
潔
斎
を
始
め

る
の
が
常
識
と
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
白
河
の
言
は
、
父
後
三
条
の
所
説
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を
承
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
通
念
は
、
既
に
摂
関
期
以
前
か

ら
定
着
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
『
禁
秘
抄
』
は
、
『
神
祇
令
』

の
「
中
祀
」
の
う
ち
祈
年
祭
に
つ
い
て
の
み
、
「
白
川
院
仰
」
に
よ
り
前
後
斎
の

説
を
用
い
る
と
し
、
新
嘗
・
賀
茂
祭
は
、
い
ず
れ
も
月
次
神
今
食
に
同
じ
く
、

当
月
の
一
日
よ
り
潔
斎
を
始
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
神
嘗
祭
の
潔
斎
期
間
に

つ
い
て
は
、
特
に
記
載
が
な
い
）
。

　

少
な
く
と
も
院
政
期
以
降
に
於
て
は
、
月
次
神
今
食
の
た
め
の
潔
斎
が
一
日

か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
期
間
に
ど
の
よ
う
な
作
法

二

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
禁
秘
抄
』
は
、
『
神
祇
令
』
の
散
斎
の
規
定
に
も
見

え
る
「
六
種
ノ
忌
」
（
不
レ
弔
レ
喪
、
不
レ
問
レ
病
、
不
レ
食
レ
宍
、
不
レ
作
レ
楽
、
不
レ

判
二
刑
殺
一
、
不
レ
決
レ
罰
、
不
レ
預
二
穢
悪
一
）
を
挙
げ
、
具
体
例
に
よ
っ
て
日
常
の

行
動
を
慎
む
べ
き
こ
と
を
言
う
ほ
か
に
は
、
必
要
に
応
じ
東
庭
に
て
御
拝
あ
り

と
す
る
の
み
で
、
そ
の
記
述
か
ら
は
、
潔
斎
の
た
め
の
特
別
な
行
事
が
あ
っ
た

か
否
か
を
確
認
し
難
い
。
だ
が
一
般
に
は
、
月
次
神
今
食
に
先
立
っ
て
行
わ
れ

る
「
忌
火
御
膳
」
「
御
贖
」
と
い
っ
た
行
事
を
、
神
事
の
た
め
の
斎
戒
作
法
と
す

　
　
　
　
　

（
2
）

る
見
方
も
あ
る
。

　

六
月
・
十
二
月
の
一
日
、
早
旦
の
忌
火
御
膳
は
、
新
た
な
火
に
よ
っ
て
調
進

し
た
膳
を
天
皇
に
供
す
る
と
い
う
も
の
で
、
『
公
事
根
源
』
「
供
忌
火
御
飯
」
は
、

こ
れ
を
以
て
月
次
神
今
食
の
た
め
の
潔
斎
が
始
ま
る
と
す
る
。
確
か
に
、
潔
斎

に
入
る
に
あ
た
っ
て
特
別
な
食
物
を
と
る
と
い
う
の
は
、
神
事
の
後
の
解
斎
の

作
法
に
も
対
応
し
て
い
る
。
忌
火
御
膳
は
十
一
月
の
一
日
に
も
行
わ
れ
た
が

　 
（
『
江
家
次
第
』
「
忌
火
御
飯
」
）
、
こ
れ
も
、
神
今
食
と
ほ
ぼ
同
様
の
次
第
で
行
わ

れ
る
中
卯
日
の
新
嘗
祭
の
た
め
の
斎
戒
作
法
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
ま

た
、
御
贈
は
、
一
日
よ
り
八
日
ま
で
の
間
、
神
祇
官
が
供
進
す
る
照
物
に
よ
っ

て
祓
え
を
行
う
も
の
。
『
延
喜
神
祇
式
』
は
六
月
・
十
二
月
の
行
事
と
す
る
が
、

鎌
倉
初
期
の
成
立
か
と
さ
れ
る
『
年
中
行
事
秘
抄
』
で
は
、
忌
火
御
膳
と
同
様
、

六
月
・
十
二
月
の
他
に
十
一
月
に
も
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
忌
火
御
膳
や
御
腰
等
が
月
次
神
今
食
に
関
わ
る
斎
戒
作
法
と
考
え

ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
中
祀
の
潔
斎
を
当
月
の
一
日
か
ら
と
す
る

こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
か
ら
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
月
次
神
今
食
に
つ
い
て
、

散
斎
三
日
の
神
事
と
い
う
認
識
が
薄
れ
る
と
と
も
に
、
本
来
別
個
の
行
事
で
あ
っ

た
忌
火
御
膳
や
御
贖
を
も
、
一
連
の
作
法
と
し
て
取
り
込
ん
で
行
っ
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

六
月
と
十
二
月
と
に
は
、
祓
え
や
霊
鎮
め
の
神
事
が
集
中
し
て
い
る
。
そ
れ
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ら
は
、
い
ず
れ
も
〈
国
家
〉
の
禍
や
穢
を
祓
い
鎮
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
具
体
的
に
清
め
の
対
象
と
な
る
の
は
、
神
事
に
よ
っ
て
一
律
で
は
な
い
。

大
祓
の
よ
う
に
、
神
話
的
な
〈
国
家
〉
的
世
界
を
対
象
と
す
る
も
の
、
道
饗
祭

や
鎮
火
祭
な
ど
、
国
家
の
中
心
た
る
都
城
や
宮
城
の
空
間
を
対
象
と
す
る
も
の
、

さ
ら
に
、
御
贈
や
節
折
り
等
の
如
く
、
ミ
ク
ロ
の
レ
ベ
ル
で
天
皇
の
身
体
を
〈
国

家
〉
の
表
象
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
た
祓
え
や
霊
鎮
め
の
神
事
は
、
具

体
的
な
事
物
や
身
体
を
対
象
と
す
る
も
の
ほ
ど
、
実
際
の
所
作
は
襖
等
の
斎
戒

作
法
と
似
通
っ
た
も
の
と
な
り
、
そ
の
趣
旨
が
互
い
に
交
錯
す
る
と
い
う
こ
と

も
、
比
較
的
容
易
に
生
ず
る
の
で
は
な
い
か
。

　

一
方
、
現
存
の
文
献
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
限
り
、
月
次
神
今
食
そ
の
も
の
に

も
、
多
分
に
複
合
的
な
性
格
が
見
ら
れ
る
。
『
貞
観
儀
式
』
に
よ
れ
ば
、
当
日
の

昼
間
に
、
神
祇
官
に
於
て
班
幣
の
行
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
神
々
を
讃
え
る
祝

詞
を
唱
え
、
諸
社
に
幣
吊
を
分
か
つ
も
の
。
そ
の
夜
、
天
皇
が
内
裏
の
西
に
あ

た
る
中
和
院
（
中
院
、
神
今
食
院
）
に
行
幸
し
、
神
今
食
の
祭
儀
が
あ
る
。
そ

の
次
第
に
つ
い
て
は
後
に
具
体
的
に
見
て
行
く
が
、
宵
・
暁
の
神
饒
供
進
の
他
、

神
殿
に
は
寝
具
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
に
共
通
す
る
内
容
を

備
え
る
。
一
般
に
は
、
班
幣
の
儀
と
神
今
食
と
を
併
せ
て
「
月
次
祭
」
と
称
す

る
が
、
ま
た
、
昼
間
の
班
幣
の
儀
を
指
し
て
「
月
次
祭
」
と
し
、
夜
の
「
神
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
3
）　

食
祭
」
と
区
別
す
る
こ
と
も
あ
る
。
両
者
の
関
係
を
ど
う
捉
え
る
か
、
問
題
と

な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
『
令
義
解
』
「
神
祇
」
は
、
「
月
次
祭
」
に
注

し
て
「
即
如
二
庶
人
宅
神
祭
一
也
。
」
と
す
る
。
こ
の
解
釈
は
、
月
次
神
今
食
そ
の

も
の
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、
こ
れ
に
伴
う
「
大
殿
祭
」
に
こ
そ
相
応
し
い
の

で
は
な
い
か
。
大
殿
祭
は
、
中
臣
・
忌
部
の
官
人
、
御
巫
等
が
天
皇
の
居
殿
に

て
祝
詞
を
唱
え
呪
術
を
施
す
も
の
で
、
『
貞
観
儀
式
』
に
よ
れ
ば
神
今
食
・
大
嘗

祭
等
の
前
後
に
、
あ
る
い
は
、
『
延
喜
宮
内
式
』
に
よ
れ
ば
神
今
食
・
新
嘗
祭
の

明
日
平
旦
に
、
必
ず
こ
れ
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
『
令
義
解
』
『
貞
観
儀
式
』
等
の
成
立
し
た
九
世
紀
前
半
に
は
、
既

に
、
月
次
神
今
食
そ
の
も
の
が
、
成
立
当
初
の
あ
り
方
を
変
容
さ
せ
て
お
り
、

複
合
的
な
形
式
を
持
つ
と
と
も
に
、
多
義
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
本
来
の
趣
旨
と
は
別
に
、
祭
祀
の
中
核
を
曖
昧

化
し
た
月
次
神
今
食
が
、
潔
斎
期
間
の
長
期
化
に
伴
い
、
別
箇
の
系
統
に
属
す

る
行
事
を
取
り
込
ん
で
多
義
性
を
さ
ら
に
強
め
て
行
く
の
は
、
成
り
行
き
と
し

て
必
然
で
あ
ろ
う
。

　

な
ら
ば
、
中
世
の
月
次
神
今
食
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
義
付
け
が
な
さ
れ
て

い
た
の
か
。
ま
た
、
国
家
儀
式
の
体
系
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し

て
い
た
の
か
。
そ
の
答
え
を
探
る
た
め
の
作
業
は
、
未
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

あ
る
。

　

さ
て
、
冒
頭
に
掲
げ
た
『
建
武
年
中
行
事
』
本
文
に
は
、
「
行
幸
あ
り
。
」
と

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
天
皇
が
中
和
院
に
て
自
ら
神
今
食
の
祭
儀
に
臨
む
こ
と
を

言
う
。
先
述
の
通
り
、
神
今
食
は
天
皇
の
親
祭
を
本
儀
と
す
る
。
一
方
、
月
次

祭
は
神
祇
官
で
執
行
さ
れ
、
そ
の
場
に
天
皇
が
臨
む
こ
と
は
な
い
。
即
ち
、
『
建

武
年
中
行
事
』
は
、
十
一
日
の
神
事
の
う
ち
、
昼
間
の
班
幣
行
事
に
は
触
れ
る

こ
と
な
く
、
夜
の
神
今
食
の
み
を
記
述
の
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

『
建
武
年
中
行
事
』
に
と
っ
て
、
こ
の
神
事
は
、
神
今
食
の
み
で
完
結
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
、
神
今
食
が
天
皇
親
祭
の
祭
儀
で
あ
る

と
い
う
一
事
に
か
か
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
例
え
ば
、
本
文
を

通
覧
し
た
限
り
で
も
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
関
心
は
、
こ
の
神
事
の
天
皇
作
法

（
正
確
に
は
、
天
皇
作
法
と
、
そ
の
介
添
え
役
の
作
法
）
に
集
中
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　

た
だ
、
実
際
の
神
今
食
に
つ
い
て
は
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
時
代
よ
り
数
世

紀
も
以
前
か
ら
、
親
祭
は
稀
な
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
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九
・
十
世
紀
の
頃
に
は
既
に
、
天
皇
の
行
幸
の
な
い
例
が
珍
し
い
こ
と
で
は

な
く
、
『
西
宮
記
』
「
神
今
食
」
の
「
神
今
食
事
」
の
項
に
は
、
内
裏
の
穢
等
に

よ
り
神
祇
官
に
於
て
諸
司
に
付
し
て
祭
儀
を
執
行
さ
せ
た
と
い
う
事
例
が
、
多

数
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
十
二
・
三
世
紀
に
な
る
と
、
日
記
の
類
に
も
、
行
幸
の

記
事
は
極
め
て
稀
で
あ
り
、
上
卿
以
下
が
神
祇
官
で
執
行
し
た
と
い
う
例
ば
か

り
が
目
に
付
く
。

　

尤
も
、
本
来
は
天
皇
の
行
幸
を
必
要
と
す
る
も
の
の
、
徐
々
に
廃
れ
て
い
っ

た
と
い
う
神
事
は
、
神
今
食
に
限
ら
な
い
。
『
中
右
記
』
長
承
元
年
（
一
＝
二

二
）
十
二
月
五
日
条
に
は
、
「
新
院
十
六
年
、
今
上
御
宇
九
ヶ
年
間
、
神
今
食
新

嘗
会
例
幣
、
如
此
神
［
事
ヵ
］
行
幸
口
絶
了
」
と
あ
り
、
鳥
羽
・
崇
徳
代
の
延

べ
二
十
五
年
間
、
神
今
食
・
新
嘗
祭
や
、
伊
勢
神
嘗
祭
の
幣
吊
使
発
遣
に
際
し

て
、
行
幸
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
月
の
神
今
食
も
、
一
旦
は
行
幸

が
予
定
さ
れ
た
が
、
内
の
物
忌
の
た
め
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
記
主
の
藤

原
宗
忠
は
、
三
年
後
の
保
延
元
年
（
一
＝
二
五
）
に
も
、
「
二
季
神
今
食
、
九
月

例
幣
、
新
嘗
会
行
幸
、
尤
可
被
行
也
」
と
、
こ
れ
ら
の
祭
祀
に
つ
い
て
、
本
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
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の
再
興
を
奏
請
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
趨
勢
は
、
そ
の
後
も
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
『
禁
秘

抄
』
「
神
事
次
第
」
は
、
「
神
今
食
・
例
幣
・
新
嘗
会
、
以
上
四
ヶ
度
ノ
神
事
、

必
一
両
度
ハ
有
テ
ニ
行
幸
一
可
レ
被
レ
調
二
其
儀
一
。
夜
陰
ノ
臨
幸
更
非
二
民
愁
一
。
」
と
し

て
い
る
。
神
今
食
以
下
の
神
事
は
年
間
に
四
度
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
せ
め
て

一
・
二
度
は
天
皇
自
ら
場
に
臨
む
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
十
三
世
紀
当
時

に
は
、
そ
れ
ら
の
神
事
に
行
幸
の
あ
る
こ
と
が
、
む
し
ろ
稀
で
あ
る
と
い
う
ほ

ど
の
状
況
に
な
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
教
戒
の
な
さ
れ
る
必
要
も
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

神
今
食
以
下
の
行
幸
が
衰
微
し
た
経
緯
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
ん
で

い
る
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
儀
式
書
の
勘
例
等
に
よ
っ
て
、
行
幸
停
止
の
理
由
を

四

見
て
行
く
と
、
時
に
興
味
深
い
事
例
の
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

　

行
幸
停
止
の
理
由
と
し
て
、
年
代
を
問
わ
ず
圧
倒
的
に
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、

勿
論
、
触
穢
や
物
忌
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
触
穢
や
物
忌
ほ
ど
一
般
的
で
は
な

い
が
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
理
由
と
し
て
、
方
忌
の
た
め
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

方
忌
を
理
由
と
す
る
天
皇
の
不
出
御
と
い
う
の
は
、
触
穢
や
物
忌
に
よ
る
そ
れ

と
は
基
本
的
に
性
格
を
異
に
す
る
。
天
皇
が
触
穢
や
物
忌
の
状
態
に
あ
る
の
は
、

確
か
に
祭
祀
に
臨
む
条
件
と
し
て
不
都
合
で
あ
り
、
直
接
的
な
障
碍
で
あ
る
と

言
え
る
。
し
か
し
、
天
皇
に
と
っ
て
祭
場
が
方
忌
に
当
た
る
か
ら
行
幸
を
見
合

わ
せ
る
と
い
う
の
は
、
天
皇
の
身
体
に
災
厄
の
及
ぶ
こ
と
を
避
け
る
の
で
あ
り
、

も
と
も
と
神
事
の
遂
行
と
は
無
関
係
な
は
ず
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

『
北
山
抄
』
「
神
今
食
事
」
は
、
「
依
レ
有
二
方
忌
ハ
不
二
出
御
一
例
」
と
し
て
延
喜

三
年
（
九
〇
三
）
及
び
天
慶
二
年
（
九
三
九
）
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

い
ず
れ
も
、
結
果
と
し
て
行
幸
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
に
対
し
て
異
議
や

不
審
の
出
た
例
で
あ
る
。
二
例
に
共
通
す
る
異
論
の
趣
旨
は
、
方
塞
り
で
あ
っ

て
も
行
幸
自
体
を
取
り
止
め
る
こ
と
は
せ
ず
、
還
御
の
刻
限
を
繰
り
上
げ
る
こ

と
で
忌
み
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
。
前
者
の
例
で
は
、
行
幸
に

方
忌
の
有
無
を
問
題
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
還
御
を
早
め
る
等
の
措
置
が
取
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
「
貞
観
以
来
」
の
こ
と
で
あ
る
と
の
文
言
も
見
え
る
。

つ
ま
り
、
九
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
方
忌
が
、
神
事
行
幸
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　

こ
れ
と
似
た
事
例
と
し
て
は
、
天
皇
の
衰
日
に
当
た
る
た
め
、
あ
る
い
は
坎

日
の
た
め
行
幸
な
し
と
い
う
こ
と
も
、
摂
関
期
の
頃
か
ら
記
録
に
現
れ
る
よ
う

に
な
る
。
方
忌
を
避
け
、
衰
日
や
坎
日
を
避
け
る
こ
と
で
災
厄
か
ら
守
ら
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
た
の
は
、
果
た
し
て
、
ミ
ク
ロ
な
〈
国
家
〉
と
し
て
の
天
皇

の
身
体
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
あ
く
ま
で
も
私
的
な
個
人
と
し
て

の
天
皇
に
、
災
厄
が
降
り
か
か
る
の
を
恐
れ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
。
中
世
的
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な
公
私
の
顚
倒
が
徐
々
に
浸
透
し
、
古
代
国
家
の
祭
祀
体
系
を
内
か
ら
崩
し
て

行
く
、
そ
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
よ
う
に
思
う
。

　

先
に
引
い
た
『
禁
秘
抄
』
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
「
夜
陰
ノ

臨
幸
更
非
二
民
愁
一
。
」
と
あ
っ
た
。
十
三
世
紀
の
天
皇
が
、
や
や
も
す
れ
ば
神
今

食
以
下
の
神
事
に
行
幸
を
た
め
ら
う
、
そ
の
已
む
を
得
ぬ
理
由
は
「
民
愁
」
で

あ
る
と
い
う
。
今
や
、
触
穢
 や
物
忌
等
と
い
っ
た
条
件
ば
か
り
が
、
行
幸
を
妨

げ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
仁
政
を
尊
ぶ
天
皇
に
と
っ
て
、
夜
間
の
行
幸
に
よ
り

諸
司
を
煩
わ
せ
る
の
は
、
も
と
よ
り
忍
び
難
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
穿
っ
た
読

み
方
を
す
れ
ば
、
神
今
食
の
行
幸
は
、
天
皇
に
課
せ
ら
れ
た
面
倒
な
お
荷
物
、

も
は
や
前
代
の
遺
物
と
い
う
の
が
、
建
前
は
と
も
か
く
と
し
て
実
際
の
と
こ
ろ

で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
時
代
が
降
っ
て
十
四
世
紀
前
半
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
成
っ
た
当

時
、
行
幸
の
儀
は
、
ほ
ぼ
廃
絶
の
状
況
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
場

合
に
よ
っ
て
は
、
廃
絶
か
ら
相
当
の
年
数
を
経
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
拘
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
天
皇
の
親
祭
に
な

る
神
今
食
で
あ
る
。
本
文
、
中
和
院
で
の
神
事
次
第
の
後
に
は
、
念
を
押
す
か

の
よ
う
に
、
次
の
一
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　

神
祇
官
に
て
行
は
る
ゝ
を
り
、
ま
づ
官
の
庁
へ
な
り
て
、
帛
の
御
装
束
奉

　
　

り
て
、
神
祇
官
へ
行
幸
あ
る
な
り
。

　

神
今
食
は
、
中
和
院
で
な
く
神
祇
官
に
て
行
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、

天
皇
は
、
ま
ず
太
政
官
の
官
庁
に
出
御
、
斎
服
を
着
し
、
そ
こ
か
ら
神
祇
官
に

向
か
う
の
で
あ
る
と
。

　

『
北
山
抄
』
は
、
「
若
依
二
禁
中
樵
及
御
物
忌
等
、
付
二
所
司
「
者
、
上
卿
就
二
神

祇
官
一
行
レ
之
。
」
と
し
て
、
そ
の
次
第
を
載
せ
、
『
江
家
次
第
』
も
ま
た
「
神
今

食
事
［
又
説
こ
の
項
で
、
「
有
二
行
幸
一
時
、
於
二
中
和
院
一
行
、
無
二
行
幸
一
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
5
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於
二
神
祇
官
一
被
レ
行
」
と
明
言
す
る
。
『
西
宮
記
』
の
勘
例
等
に
よ
れ
ば
、
天
皇

の
神
祇
官
行
幸
の
例
も
あ
り
、
あ
る
い
は
、
上
卿
以
下
が
中
和
院
で
代
行
し
た

と
い
う
例
も
あ
る
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
十
二
世
紀
の
初
め
頃
ま
で
は
、
原
則

と
し
て
、
神
祇
官
で
の
神
事
は
諸
司
代
行
の
場
合
で
あ
り
、
神
祇
官
行
幸
は
中

和
院
の
火
事
な
ど
緊
急
の
場
合
に
限
る
と
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
実
際
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
先
述
の
方
忌
を
理
由
と
す
る
不
出
御
な
ど
、
極
め
て
稀
な
違

例
の
事
態
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　

で
は
、
天
皇
の
神
祇
官
行
幸
に
つ
い
て
の
『
建
武
年
中
行
事
』
の
記
事
は
、

全
く
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
以
降
の
成
立
と
さ
れ
る
『
年
中
行
事
抄
』
「
神
今
食

事
」
に
は
、
「
旧
例
於
中
院
行
之
、
近
代
於
神
祇
官
行
之
。
有
行
幸
之
時
、
ト
小

忌
侍
臣
。
於
上
卿
参
議
弁
等
者
、
毎
年
卜
之
。
」
と
あ
る
。
神
今
食
の
祭
殿
は
、

か
つ
て
は
中
和
院
で
あ
っ
た
が
、
「
近
代
」
で
は
神
祇
官
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

　

但
し
、
中
和
院
か
ら
神
祇
官
に
祭
場
が
代
わ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
、
天
皇
親

祭
の
本
儀
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
頃
、
天
皇
の
不
出
御
は
、

既
に
常
態
化
し
て
い
た
。
年
中
行
事
と
し
て
神
祇
官
で
行
わ
れ
る
と
い
う
「
近

代
」
の
神
今
食
は
、
諸
司
代
行
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
和
院
へ
の
行
幸
が

廃
れ
た
今
、
神
今
食
の
祭
場
は
専
ら
神
祇
官
と
な
っ
た
。
そ
の
神
祇
官
に
、
毎

年
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
時
に
行
幸
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

『
建
武
年
中
行
事
』
よ
り
、
や
や
遅
れ
る
が
、
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
十
二

月
二
二
日
に
催
さ
れ
た
『
年
中
行
事
歌
合
』
三
三
番
左
「
神
今
食
」
の
判
詞
（
執

筆
は
二
条
良
基
）
に
は
、
「
昔
は
八
省
中
和
院
に
行
幸
有
て
。
身
つ
か
ら
神
膳
を

備
給
ひ
け
る
也
。
今
は
神
祇
官
な
ど
に
て
有
に
や
。
」
と
あ
る
。
天
皇
親
祭
は

「
昔
」
の
こ
と
、
「
今
」
は
神
祇
官
で
臣
下
が
行
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

神
祇
官
行
幸
は
、
遠
か
ら
ぬ
過
去
の
一
時
期
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
親

祭
の
一
形
式
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
さ
え
も
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
時
代
に

五
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は
、
既
に
廃
絶
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
の
で
あ
る
。

　

神
今
食
は
親
祭
を
本
儀
と
す
る
と
い
う
認
識
そ
の
も
の
は
、
『
建
武
年
中
行

事
』
の
時
代
に
も
、
確
か
に
生
き
延
び
て
は
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
現
実

に
実
行
さ
れ
る
可
能
性
の
極
め
て
乏
し
い
形
式
で
あ
っ
た
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
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）

『
建
武
年
中
行
事
』
の
関
心
は
、
親
祭
と
し
て
の
神
今
食
に
の
み
注
が
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
そ
の
記
事
の
中
心
は
、
あ
く
ま
で
も
中
和
院
行
幸
の
儀
で
あ
る
。
近

い
過
去
に
行
わ
れ
た
と
い
う
親
祭
の
形
式
、
神
祇
官
行
幸
に
つ
い
て
の
叙
述
は
、

ほ
ん
の
付
言
程
度
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
遙
か
昔
に
失
わ
れ
た
は
ず
の
親
祭
の

次
第
を
記
し
な
が
ら
、
後
醍
醐
天
皇
は
、
こ
の
祭
儀
に
何
を
見
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

長
い
回
り
道
を
し
な
が
ら
、
よ
う
や
く
、
神
今
食
の
次
第
に
取
り
か
か
る
と

こ
ろ
ま
で
辿
り
着
い
た
。
中
世
の
神
今
食
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
考
え
て
み

た
い
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
次
第
に
関
わ
る
問
題
で
あ

れ
ば
、
こ
の
先
、
多
少
と
も
触
れ
る
機
会
は
あ
ろ
う
。
以
下
に
項
を
改
め
て
、

し
ば
ら
く
本
文
を
読
み
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

注（
1
）　

『
殿
暦
』
天
仁
二
年
（
｝
一
〇
九
）
四
月
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
白
河
院
は
、
こ

　

れ
を
父
後
三
条
の
説
と
し
て
い
る
。

（
2
）　

『
古
事
類
苑
』
「
月
次
祭
、
付
神
今
食
祭
」
、
東
京
堂
『
年
中
行
事
辞
典
』
、
『
国

　

史
大
辞
典
』
等
。

（
3
）　

例
え
ば
藤
原
兼
実
は
、
神
今
食
は
奉
幣
を
伴
わ
ず
、
月
次
祭
と
神
今
食
は
同

　

日
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
両
者
が
互
い
に
独
立
し
た
神
事
で
あ
る

　

と
い
う
見
方
を
明
確
に
表
明
し
て
い
る
。
『
玉
葉
』
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
十

　
　

一
月
二
二
日
条
。

（
4
）　

『
中
右
記
』
保
延
元
年
八
月
二
四
日
条

（
5
）　

『
江
家
次
第
』
「
新
嘗
祭
」
の
別
項
「
神
祇
官
儀
」
に
も
「
依
レ
無
二
中
和
院
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

　

幸
一
、
於
二
神
祇
官
一
行
レ
之
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
神
道
大
系
』
は
、
中
和
院
な
き

　
　

に
よ
り
神
祇
官
に
行
幸
し
行
う
と
訓
む
が
、
そ
の
次
第
は
、
行
幸
の
儀
で
は
な

　

く
上
卿
以
下
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
『
新
訂
増
補
故
実
叢
書
』
に
拠
り
、
訓
み
を

　

改
め
た
。

（
6
）　

『
建
武
年
中
行
事
』
は
、
九
月
十
一
日
の
「
例
幣
」
の
記
事
に
於
て
も
、
「
行

　

幸
あ
り
。
」
と
し
て
、
そ
の
次
第
を
記
し
て
い
る
。

○
親
祭
の
叙
述

　

『
建
武
年
中
行
事
』
の
神
今
食
の
記
事
は
、
天
皇
の
行
動
を
中
心
に
、
ほ
ぼ
時

間
軸
に
沿
っ
た
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
殊
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
次
第
に
つ
い
て
主

と
な
る
作
法
を
設
定
し
、
そ
れ
を
核
と
し
た
場
面
構
成
の
な
さ
れ
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。

　
　

戌
の
は
じ
め
に
出
御
。
は
く
の
御
装
束
を
た
て
ま
つ
る
。
内
蔵
寮
て
う
ず
。

　
　

夏
は
す
ゞ
し
、
冬
は
ね
る
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
ま
づ
大
忌
の
御
湯
を
め
す
。

　
　

う
ら
に
あ
ひ
た
る
上
卿
、
陣
に
つ
き
て
弁
を
召
し
て
、
諸
司
の
ぐ
ふ
を
と

　
　

ふ
。
小
忌
、
御
灯
を
供
す
。
も
と
の
灯
を
け
ち
て
と
も
し
あ
ら
た
む
。
上

　
　

卿
・
宰
相
・
弁
・
少
納
言
・
外
記
・
史
、
う
ら
に
あ
ひ
た
る
人
、
小
忌
を

　
　

き
る
。
近
衛
司
・
蔵
人
み
な
き
る
。
関
白
、
鬼
問
に
て
き
る
。

　

当
日
戌
刻
、
天
皇
は
、
中
和
院
に
行
幸
の
た
め
南
殿
に
出
る
。

　

そ
れ
以
前
に
、
天
皇
は
、
神
事
に
臨
む
た
め
の
潔
斎
の
仕
上
げ
と
し
て
「
大

忌
の
湯
」
を
召
す
。
同
時
に
、
行
幸
に
従
う
小
忌
た
ち
も
、
神
今
食
奉
仕
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。
陣
座
に
は
王
卿
が
参
集
し
、
清
涼
殿
で
は
忌
火
御
殿
油
が

供
さ
れ
る
。
『
西
宮
記
』
「
神
今
食
」
の
「
中
院
儀
」
の
項
、
及
び
『
北
山
抄
』

「
神
今
食
事
」
等
に
よ
れ
ば
、
小
忌
以
外
の
者
は
灯
火
を
改
め
る
よ
り
以
前
に
退

出
し
、
そ
れ
以
後
は
殿
上
せ
ず
と
い
う
。
天
皇
と
、
神
意
に
叶
っ
た
小
忌
の
み

に
許
さ
れ
る
神
聖
な
時
間
が
、
こ
の
瞬
間
か
ら
流
れ
出
す
の
で
あ
る
。



、
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だ
が
、
本
文
の
記
述
を
見
る
限
り
、
そ
の
主
た
る
関
心
は
、
行
幸
の
天
皇
と

扈
従
の
者
た
ち
の
、
装
束
の
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
。
や
や
極
端
な
言
い
方
に
な

る
が
、
本
文
に
、
天
皇
の
装
束
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
「
こ
れ
よ
り
さ
き
」
と
、

一
旦
、
時
を
遡
ら
せ
る
の
も
、
つ
ま
り
は
、
供
奉
の
者
た
ち
が
皆
、
小
忌
衣
を

着
る
と
い
う
事
を
記
す
た
め
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

天
皇
の
装
束
は
、
内
蔵
寮
の
調
進
す
る
吊
の
御
衣
。
白
地
無
紋
の
袍
で
、
六

月
は
生
絹
、
十
二
月
は
練
絹
を
用
い
る
と
い
う
。
冠
・
帯
も
無
紋
。
供
奉
の
王

卿
を
含
む
小
忌
十
人
は
、
前
日
に
神
祇
官
に
於
て
ト
定
さ
れ
る
。
内
訳
は
、
親

王
・
納
言
以
上
・
参
議
各
一
人
、
少
納
言
・
弁
・
中
務
・
宮
内
の
少
輔
各
一
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

1

）

　

次
侍
従
以
上
三
人
を
基
準
と
す
る
。
但
し
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
神
今
食
記
事

に
於
て
は
、
本
来
、
小
忌
王
卿
の
筆
頭
で
あ
る
は
ず
の
親
王
は
、
全
く
登
場
し

て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
臣
下
が
神
祇
官
で
行
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

2

）

　
　

際
の
慣
例
に
拠
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
他
、
行
幸
に
は
、
近
衛
・
兵
衛
や
検
非
違
使
等
も
扈
従
す
る
。
そ
れ
ら

の
者
た
ち
は
全
員
、
蔵
人
所
か
ら
賦
与
さ
れ
た
小
忌
衣
を
、
袍
の
上
に
着
る
の

で
あ
る
と
い
う
。

　

天
皇
と
扈
従
の
人
の
装
束
に
つ
い
て
詳
述
す
る
こ
と
は
、
儀
式
書
の
類
に
は
、

ま
ず
見
ら
れ
な
い
。
そ
う
し
た
関
心
の
持
ち
よ
う
は
、
次
第
の
骨
格
を
記
す
こ

と
に
比
重
の
置
か
れ
る
儀
式
書
よ
り
も
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
特
定
の
〝
職
〟

に
関
わ
る
作
法
書
の
そ
れ
に
近
い
。
例
え
ば
、
『
蓬
莱
抄
』
「
神
今
食
行
幸
事
」

も
ま
た
、
扈
従
の
侍
臣
の
装
束
に
つ
い
て
、
極
め
て
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
当

書
は
、
十
二
世
紀
前
半
、
藤
原
重
隆
が
殿
上
人
の
心
得
と
し
て
記
し
た
と
さ
れ

る
。
天
皇
と
近
臣
と
の
共
有
す
る
内
廷
的
な
儀
式
世
界
が
、
感
じ
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

付
言
す
れ
ば
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
神
今
食
記
事
は
、
こ
の
他
に
も
、
し
ば

し
ば
『
蓬
莱
抄
』
と
共
通
す
る
作
法
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
だ
が
、
両
者
の
記

述
内
容
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
こ
の
場
面
で
言
え
ば
、
『
蓬
莱
抄
』
に

は
、
「
凡
今
日
扈
従
人
、
除
二
執
柄
殿
下
一
之
外
、
皆
着
二
小
忌
衣
一
。
」
と
あ
る
の
に

対
し
、
本
文
で
は
、
関
白
も
ま
た
鬼
間
に
て
小
忌
衣
を
着
る
と
す
る
よ
う
に
。

仮
に
『
建
武
年
中
行
事
』
が
『
蓬
莱
抄
』
を
典
拠
と
し
た
と
す
れ
ば
、
誤
読
と

言
う
に
は
、
違
い
が
明
白
に
過
ぎ
る
。
『
蓬
莱
抄
』
は
、
何
ら
か
の
形
で
執
筆
の

資
料
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
典
拠
と
し
て
直
に
当
た
っ
た
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
装
束
を
整
え
た
天
皇
は
南
殿
に
出
て
、
中
和
院
に
向
か
う
た
め
輿
に

乗
る
。

　
　

南
殿
に
出
御
。
内
侍
、
例
の
如
し
。
反
閇
な
し
。
御
輿
葱
花
な
り
。
鈴
の

　
　

奏
な
し
。
す
け
渡
て
、
御
輿
南
階
に
よ
す
。
上
首
の
す
け
、
剣
璽
の
役
つ

　
　

と
む
。
御
輿
に
め
さ
る
。
け
い
ひ
ち
な
し
。

　

天
皇
が
清
涼
殿
を
出
て
南
殿
に
渡
る
際
、
剣
璽
の
掌
侍
が
従
う
こ
と
は
、
節

会
等
、
常
の
作
法
に
同
じ
。
だ
が
、
掌
侍
が
剣
璽
を
捧
持
す
る
の
は
、
天
皇
が

殿
舎
の
内
に
あ
る
問
に
限
ら
れ
、
屋
外
で
は
、
天
皇
の
輦
の
内
に
置
く
。
内
侍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

3

）

か
ら
剣
璽
を
受
け
取
り
、
輿
に
安
置
す
る
の
は
、
近
衛
次
将
の
役
。
こ
れ
は
、

神
事
に
限
ら
ぬ
行
幸
一
般
の
作
法
で
あ
る
が
、
神
事
の
場
合
の
そ
れ
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
定
法
が
あ
る
。

　

神
事
行
幸
で
は
、
行
幸
一
般
に
は
必
ず
行
う
と
こ
ろ
の
、
陰
陽
師
に
よ
る
反

閇
や
近
衛
に
よ
る
警
蹕
等
、
霊
鎮
め
に
類
す
る
行
為
を
忌
む
。
少
納
言
に
よ
る

鈴
奏
も
な
い
。
な
お
、
本
文
に
は
記
さ
な
い
が
、
『
西
宮
記
』
以
下
は
、
神
事
行

幸
の
作
法
と
し
て
、
「
太
刀
」
を
携
行
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
特
記
す
る
。
そ
の

「
太
刀
」
と
は
、
朝
廷
伝
来
の
宝
物
で
あ
る
「
大
刀
契
」
の
う
ち
の
「
大
刀
」
の

こ
と
。
行
幸
一
般
で
は
、
大
刀
・
契
と
も
に
乗
輿
の
前
に
候
す
る
が
、
神
事
に

は
、
契
の
み
で
大
刀
は
無
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
大
嘗
祭
に
は
、

大
刀
・
契
と
も
に
携
行
す
る
。
『
建
武
年
中
行
事
』
は
、
「
大
刀
契
」
に
は
無
関

七
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心
な
よ
う
だ
。

　

神
事
の
行
幸
、
特
に
諸
社
行
幸
等
に
普
通
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
葱
花
輦
で

あ
る
。
本
文
も
「
御
輿
葱
花
な
り
。
」
と
す
る
。
但
し
『
西
宮
記
』
以
下
の
儀
式

書
、
及
び
『
小
野
宮
年
中
行
事
』
『
蓬
莱
抄
』
等
の
作
法
書
は
、
い
ず
れ
も
、
中

和
院
行
幸
の
際
に
は
、
天
皇
は
「
腰
輿
」
に
御
す
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
は
、
一
条
兼
良
の
『
江
次
第
鈔
』
「
中
和
院
神
今
食
」
に
、
「
御

腰
輿
、
幸
中
院
。
但
自
里
内
行
幸
時
、
駕
葱
花
也
。
」
と
の
説
が
あ
る
。
平
安
宮

内
裏
の
場
合
、
中
和
院
は
内
裏
に
隣
接
し
て
い
る
か
ら
簡
便
な
腰
輿
で
事
足
り

る
が
、
里
内
裏
か
ら
の
行
幸
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
距
離
も
あ
り
、
格
の
高

い
葱
花
輦
を
用
い
る
必
然
性
も
出
て
来
る
、
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
『
江
次
第

鈔
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
『
江
家
次
第
』
の
注
釈
書
だ
が
、
明
ら
か
に
『
建
武

年
中
行
事
』
を
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
記
述
が
、
ま
ま
見
ら
れ
る
。
こ
の
説

も
、
あ
る
い
は
『
建
武
年
中
行
事
』
の
記
事
に
対
す
る
解
釈
を
含
ん
で
、
立
て

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　

月
華
門
・
陰
明
門
な
ど
を
出
で
て
、
中
和
院
に
い
た
る
。
大
忌
の
公
卿
、

　
　

幄
に
つ
き
て
、
御
輿
過
ぎ
さ
せ
給
ふ
ほ
ど
、
す
け
た
れ
た
れ
か
侍
と
問
ふ
。

　
　

お
の

名
謁
す
。
御
輿
、
神
嘉
殿
の
南
向
の
壇
に
よ
す
。
す
け
か
は
ら

　
　
ず
［
神
事
に
は
か
く
の
如
し
］
。

　

天
皇
の
輿
は
、
月
華
門
、
さ
ら
に
内
裏
の
西
門
で
あ
る
陰
明
門
を
出
て
南
行

し
、
中
和
院
の
南
門
で
あ
る
宮
城
門
に
向
か
う
。
陰
明
門
の
南
、
行
幸
の
道
筋

に
は
、
中
和
院
の
東
隔
に
沿
っ
て
、
大
忌
の
王
卿
、
及
び
諸
司
・
諸
衛
の
握
が

設
け
ら
れ
、
一
同
は
、
乗
輿
を
迎
え
て
握
の
前
に
立
つ
。
本
文
で
は
、
こ
の
時
、

「
御
輿
過
ぎ
さ
せ
給
ふ
ほ
ど
」
に
、
近
衛
次
将
が
名
対
面
を
行
い
、
大
忌
の
公
卿

が
こ
れ
に
答
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
名
告
る
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
極
め
て
違
例
の
記
述
で
あ
る
。
行
幸
一
般
の
作
法
と
し
て
、

名
謁
は
、
天
皇
が
輿
を
下
り
て
本
宮
あ
る
い
は
行
宮
に
入
る
間
に
行
う
。
神
今

八

食
の
行
幸
に
於
て
は
、
中
和
院
で
の
神
事
を
了
え
て
内
裏
に
還
御
の
際
、
輿
が

中
和
門
を
出
た
と
こ
ろ
で
大
忌
王
卿
の
名
謁
を
行
い
、
南
殿
に
着
い
た
と
こ
ろ

で
小
忌
王
卿
の
名
謁
を
行
う
の
で
あ
る
。
『
西
宮
記
』
「
神
今
食
」
「
中
院
儀
」
の

項
に
は
、
「
還
御
［
御
輿
出
二
中
和
門
左
一
。
次
将
問
、
誰
。
大
忌
王
卿
立
二
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

4

）

　
　

前
一
名
謁
。
］
」
と
あ
り
、
他
の
儀
式
書
・
作
法
書
・
記
録
の
類
に
於
て
も
同
様
。

出
御
の
際
の
事
と
し
て
い
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
本
文
の
記
述
に
は
、
資

料
の
誤
読
な
り
記
憶
違
い
な
り
と
い
っ
た
、
何
ら
か
の
錯
誤
が
あ
ろ
う
。

　

中
門
が
開
か
れ
、
天
皇
の
輿
が
、
中
和
院
の
正
殿
で
あ
る
神
嘉
殿
の
南
正
面

に
寄
せ
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
そ
れ
ま
で
輿
の
左
右
に
供
奉
し
て
い
た
近
衛
次
将

は
、
下
御
と
と
も
に
南
面
す
べ
き
天
皇
に
合
わ
せ
て
位
置
を
替
え
、
左
右
近
衛

と
し
て
の
本
来
の
形
に
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
る
。
通
常
の
行
幸
で
あ

れ
ば
、
そ
う
い
う
決
ま
り
な
の
だ
が
、
神
嘉
殿
に
於
て
は
、
左
右
の
次
将
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

5

）

の
ま
ま
に
、
位
置
を
交
替
し
な
い
。
『
北
山
抄
』
は
、
そ
の
理
由
を
、
行
幸
の
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

6

）

程
が
短
い
た
め
か
、
と
し
て
い
る
。
本
文
の
「
す
け
か
は
ら
ず
。
」
と
は
、
こ
の

作
法
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
場
面
の
核
と
な
る
の
は
、
神
嘉
殿
行
幸
に
伴
う
近
衛
次
将
の
二
つ
の
作

法
。
大
忌
王
卿
に
対
す
る
名
謁
と
、
下
御
の
際
に
も
左
右
立
ち
替
わ
ら
ぬ
決
ま

り
と
、
で
あ
る
。
内
裏
を
出
て
中
和
院
に
向
か
う
天
皇
の
動
き
に
併
せ
て
、
そ

の
〝
近
き
衛
り
〟
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て

も
、
名
謁
作
法
に
つ
い
て
の
記
述
に
見
ら
れ
る
明
ら
か
な
錯
誤
は
、
不
審
で
あ

る
。
神
今
食
の
記
事
が
、
編
者
の
実
体
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
、

か
な
り
低
い
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
辺
り
ま
で
の
記
述
に
限
定
し
て
言
え
ば
、

そ
れ
が
〝
故
実
と
し
て
の
神
事
行
幸
〟
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。

　

さ
て
、
輿
を
下
り
た
天
皇
は
、
い
よ
い
よ
神
事
の
場
に
臨
む
こ
と
と
な
る
。

　
　

下
御
。
神
嘉
殿
の
ひ
さ
し
よ
り
入
ら
せ
御
、
大
床
子
の
御
座
に
つ
か
せ
給

　
　

ふ
。
此
所
に
承
塵
は
り
て
、
白
木
の
大
床
子
た
つ
。
御
座
し
ろ
べ
り
な
り
。
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四
の
角
に
し
ら
木
の
と
う
ろ
を
し
ら
木
の
机
に
お
く
。
関
白
の
座
を
ま
う

　
　

く
。
所
々
に
き
ぬ
の
幌
か
け
た
り
。
剣
璽
、
大
床
子
の
う
へ
に
お
く
。

　

神
嘉
殿
は
、
母
屋
は
七
間
、
行
二
間
。
四
面
に
廂
。
母
屋
の
中
央
三
間
は
塗

籠
で
、
こ
れ
を
「
神
殿
」
と
称
す
る
。
東
西
の
二
間
も
塗
籠
で
、
西
を
天
皇
の

控
え
の
間
、
東
を
内
侍
あ
る
い
は
采
女
等
の
候
所
と
す
る
。
南
庭
は
、
東
西
か

ら
南
正
面
に
か
け
て
幔
幕
を
引
き
渡
し
、
三
方
か
ら
囲
う
形
と
す
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
内
に
は
、
東
西
に
苫
葺
の
仕
切
り
を
立
て
渡
し
、
中
門
に
面
す
る
南
正
面

に
は
斑
幕
を
引
く
。
ち
な
み
に
、
小
忌
の
王
卿
の
候
所
は
、
幔
幕
の
囲
い
の
外
。

殿
舎
は
東
西
に
翼
廊
を
持
ち
、
各
端
に
二
舎
を
付
属
さ
せ
る
が
、
小
忌
の
座
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

7

）

そ
の
西
舎
に
設
け
ら
れ
る
と
い
う
。

　

天
皇
は
、
神
嘉
殿
の
西
の
隔
殿
に
入
り
、
大
床
子
に
着
く
。
以
下
、
本
文
の

「
此
所
に
」
と
は
、
天
皇
控
え
の
間
で
あ
る
神
殿
西
隣
の
塗
籠
の
こ
と
。
大
床
子

に
着
い
た
天
皇
の
目
に
映
る
は
ず
の
、
屋
内
の
様
で
あ
る
。
西
塗
籠
の
し
つ
ら

い
に
つ
い
て
、
『
延
喜
掃
部
式
』
に
は
、
「
敷
二
長
席
一
。
立
二
床
一
脚
一
。
供
二
御
座
一
。
」

と
あ
る
。
ま
た
、
『
江
家
次
第
』
に
よ
れ
ば
、
神
殿
と
西
塗
籠
と
は
、
い
ず
れ

も
、
上
に
「
信
濃
布
承
塵
」
を
張
り
、
四
隅
に
は
「
白
木
床
子
」
を
立
て
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

8

）

　
　

そ
の
上
に
白
木
の
燈
楼
を
置
く
と
い
う
。
本
文
の
記
述
も
、
そ
れ
ら
の
定
式
か

ら
大
き
く
外
れ
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
こ
の
場
面
で
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
明

ら
か
に
天
皇
の
視
線
を
強
調
し
た
、
そ
の
筆
の
運
び
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

神
事
に
臨
む
天
皇
は
、
ま
ず
、
西
の
隔
殿
か
ら
西
廂
に
設
け
ら
れ
た
湯
殿
に

移
る
。

　
　

と
の
も
ん
れ
う
御
ゆ
ま
ゐ
ら
す
。
御
舟
に
と
る
な
り
。
め
す
ほ
ど
に
う
め

　
　

た
り
。
そ
の
の
ち
、
ひ
の
口
よ
り
七
た
び
ま
ゐ
ら
す
。
山
陰
の
中
納
言
子

　
　

孫
な
る
蔵
人
、
御
湯
の
事
を
つ
か
う
ま
つ
る
な
り
。
そ
の
人
な
け
れ
ば
、

　
　

外
せ
き
に
も
末
な
る
又
え
た
り
。
頭
も
し
は
五
位
蔵
人
の
中
、
こ
れ
も
山

　
　

か
げ
の
末
、
御
湯
殿
に
ま
ゐ
る
。
う
へ
の
き
ぬ
ぬ
ぎ
て
、
上
に
明
衣
を
き

　
　

た
り
。
下
襲
お
な
じ
く
着
せ
ず
。
神
殿
の
方
に
む
か
ひ
て
、
七
た
び
こ
れ

　
　

を
そ
ゝ
ぐ
。

　

湯
殿
の
儀
に
奉
仕
す
る
殿
上
人
の
作
法
に
つ
い
て
は
、
『
蓬
莱
抄
』
が
、
お
よ

そ
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　

湯
殿
に
は
、
四
位
殿
上
人
と
六
位
蔵
人
各
一
人
が
勤
仕
す
る
。
こ
れ
は
、
山

蔭
・
西
宮
・
観
修
寺
等
の
一
族
が
務
め
る
役
で
、
近
衛
司
の
者
が
望
ま
し
い
。

湯
殿
役
の
二
人
は
、
殿
舎
の
壁
下
に
て
表
衣
・
下
襲
等
を
脱
ぎ
、
明
衣
を
着
る
。

四
位
は
昇
殿
し
、
六
位
は
屋
外
の
戸
の
下
に
立
ち
、
主
殿
寮
官
人
に
命
じ
て
樋

の
ロ
よ
り
湯
を
注
が
せ
る
。
四
位
が
、
ま
ず
湯
の
寒
温
を
試
す
。
左
手
で
掻
き

合
わ
す
こ
と
七
度
。
蔵
人
が
、
続
け
て
湯
を
整
え
る
。

　

本
文
も
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
内
容
を
説
く
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
「
神
殿
の
方
に

む
か
ひ
て
、
七
た
び
こ
れ
を
そ
ゝ
ぐ
。
」
は
難
解
だ
が
、
『
江
記
』
天
仁
元
年
（
一

一
〇
八
）
十
一
月
二
一
日
、
鳥
羽
天
皇
大
嘗
祭
の
記
録
に
は
、
御
湯
を
入
れ
る

こ
と
七
度
、
次
で
湯
殿
役
の
左
衛
門
佐
藤
原
顕
隆
が
右
手
で
御
湯
を
合
わ
す
と

し
、
こ
れ
に
つ
い
て
「
向
二
神
殿
方
一
撹
二
遣
御
湯
一
七
度
」
と
、
本
文
同
様
の
記

述
が
あ
る
。
『
蓬
莱
抄
』
の
言
う
と
こ
ろ
と
も
併
せ
考
え
れ
ば
、
こ
こ
は
、
湯
殿

役
の
四
位
が
、
中
央
塗
籠
の
「
神
殿
」
に
背
を
向
け
ぬ
体
勢
で
、
湯
を
七
度
掻

き
合
わ
せ
整
え
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

尤
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
の
解
釈
も
あ
る
。
『
江
次
第
紗
』
は
、
「
或
抄

日
」
と
し
て
、
湯
殿
の
儀
及
び
次
の
装
束
の
次
第
に
つ
い
て
『
建
武
年
中
行
事
』

と
同
趣
の
文
を
載
せ
て
い
る
が
、
当
該
部
分
を
天
皇
の
所
作
を
言
う
も
の
と
解

し
、
「
下
御
槽
。
先
以
御
湯
、
向
神
殿
方
、
七
度
灑
之
。
」
と
説
い
て
い
る
。
即

ち
、
湯
船
に
下
り
た
天
皇
が
神
殿
に
向
け
て
湯
を
注
ぐ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
七
た
び
こ
れ
を
そ
ゝ
ぐ
」
の
が
天
皇
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
文
で
は
必

ず
や
敬
語
を
用
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
い
の
は
、
臣
下
の
所
作
だ
か
ら

で
あ
る
。
『
江
次
第
紗
』
の
言
う
と
こ
ろ
の
小
忌
の
湯
の
作
法
は
、
ど
こ
か
呪
術

九
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め
い
て
興
味
を
惹
く
が
、
や
は
り
『
建
武
年
中
行
事
』
の
記
事
の
誤
読
か
ら
生

ま
れ
た
説
で
あ
ろ
う
。

　
　

さ
て
御
舟
に
御
ゆ
か
た
び
ら
め
し
て
い
ら
せ
給
。
三
杓
め
し
て
、
天
の
羽

　
　
衣
［
御
ゆ
か
た
び
ら
を
い
ふ
な
り
］
、
舟
の
う
ち
に
ぬ
ぎ
す
て

ゝ
、
更
に
内

　
　

蔵
寮
の
御
ゆ
か
た
び
ら
を
め
し
て
あ
が
ら
せ
給
ふ
。

　

湯
殿
の
用
意
が
調
う
と
、
天
皇
は
小
忌
の
湯
を
召
す
。
但
し
、
『
建
武
年
中
行

事
』
の
関
心
は
、
『
江
次
第
紗
』
の
そ
れ
と
は
違
っ
て
、
御
浴
の
作
法
な
ど
よ
り

も
、
む
し
ろ
装
束
の
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

次
の
次
第
と
一
続
き
に
見
て
行
く
と
、
さ
ら
に
分
か
り
や
す
い
。

　
　

其
後
、
畠
の
御
装
束
を
め
す
。
内
蔵
寮
の
た
て
ま
つ
れ
る
を
ぬ
が
せ
給
ひ

　
　

つ
れ
ば
、
ま
た
縫
殿
寮
の
た
て
ま
つ
れ
る
を
、
う
る
は
し
き
斎
服
に
は
た

　
　
て
ま
つ
る
な
り
［
こ
れ
は
冬
も
す
ゞ
し
な
り
］
。
内
蔵
寮
の
た
て
ま
つ
れ
る

　
　

御
憤
を
御
か
う
ぶ
り
の
巾
子
の
ね
に
む
す
ぶ
。
か
た
か
ぎ
な
り
。
御
纓
の

　
　

下
よ
り
ま
へ
に
引
き
ま
は
す
な
り
。
御
か
う
ぶ
り
無
文
、
御
帯
む
も
ん
の

　
　

巡
方
、
う
ち

御
用
意
あ
る
な
り
。
大
炊
の
御
か
ど
の
流
、
経
実
の
大

　
　

納
言
の
す
ぢ
に
な
ん
、
今
も
御
装
束
、
口
伝
あ
り
て
め
さ
れ
け
る
。

　

内
裏
か
ら
中
和
院
に
向
か
う
時
、
天
皇
の
装
束
は
、
内
蔵
寮
の
調
進
に
な
る

吊
の
御
衣
で
あ
っ
た
。
湯
殿
の
儀
で
は
、
こ
れ
も
内
蔵
寮
の
供
す
る
と
こ
ろ
の

「
天
の
羽
衣
」
と
呼
ば
れ
る
湯
帷
を
纏
う
。
本
文
の
よ
う
に
、
纏
っ
た
ま
ま
湯
船

に
下
り
る
と
い
う
作
法
を
採
れ
ば
、
上
が
る
際
に
は
別
の
湯
帷
を
纏
う
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
9
）

な
る
が
、
こ
れ
も
「
天
の
羽
衣
」
で
あ
る
。
本
文
の
言
う
と
こ
ろ
は
、
湯
殿
の

儀
を
経
た
た
め
に
、
内
蔵
寮
の
吊
の
御
衣
を
脱
い
で
し
ま
っ
た
か
ら
、
改
め
て

正
式
の
斎
服
と
し
て
、
縫
殿
寮
の
調
進
に
な
る
帛
の
御
衣
を
着
る
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

無
文
巡
方
の
帯
、
冠
も
無
文
。
冠
の
巾
子
に
は
、
内
蔵
寮
の
供
す
る
「
幘
」

を
結
ぶ
。
「
御
纓

の
下
よ
り
ま
へ
に
引
き
ま
は
す
な
り
。
」
と
い
う
の
は
、
な
か

一
〇

な
か
理
解
し
難
い
文
で
あ
る
が
、
『
冠
帽
図
絵
』
の
図
等
に
よ
れ
ば
、
冠
の
纓

を
、
巾
子
を
越
し
て
後
ろ
か
ら
前
に
取
り
、
先
を
折
り
返
し
て
、
そ
の
上
を
絹

布
で
結
び
、
余
り
は
後
ろ
に
垂
ら
す
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
装
束
等
に
対
す
る
関
心
の
持
ち
方
は
、
一
体

ど
う
い
っ
た
種
類
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
引
く
の
は
、
二
条
良
基
に
よ
る
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
十
一
月
二
三

日
、
北
朝
後
円
融
天
皇
の
大
嘗
祭
卯
日
の
記
録
か
ら
、
装
束
の
次
第
を
述
べ
た

部
分
で
あ
る
。

　
　

御
湯
は
て
て
、
又
帛
の
御
装
束
を
め
さ
る
。

幘
と
て
、
御
冠
の
巾
子
を
す
ゞ

　
　

し
の
き
ぬ
に
て
ま
と
は
せ
給
ふ
。
こ
れ
又
大
神
事
の
御
装
束
な
り
。
御
装

　
　

束
師
は
二
た
び
な
が
ら
大
炊
御
門
大
納
言
勤
仕
せ
ら
る
。
代
代
此
家
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

1

0

）

　

　
　

で
は
、
御
装
束
の
秘
事
口
伝
を
ば
伝
た
る
人
も
な
き
と
そ
承
る
。

　

冠
の
巾
子
に
幘

を
結
ぶ
と
い
う
「
大
神
事
の
御
装
束
」
。
そ
の
作
法
を
伝
え
る

装
束
師
の
家
。
「
秘
事
口
伝
」
を
知
る
も
の
は
、
今
で
は
大
炊
御
門
の
流
れ
の
み

と
い
う
。

　

『
建
武
年
中
行
事
』
の
文
章
を
、
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　
　

大
炊
の
御
か
ど
の
流
、
経
実
の
大
納
言
の
す
ぢ
に
な
ん
、
今
も
御
装
束
、

　
　

口
伝
あ
り
て
め
さ
れ
け
る
。

　

そ
の
口
振
り
に
は
、
良
基
の
記
録
と
全
く
同
質
の
感
慨
が
含
ま
れ
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

良
基
の
大
嘗
会
記
は
、
全
体
に
懐
古
的
な
調
子
が
強
い
。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

い
に
し
え
の
作
法
が
、
そ
れ
で
も
な
お
脈
々
と
受
け
継
が
れ
息
づ
い
て
い
る
こ

と
に
対
す
る
賛
嘆
の
念
が
、
そ
こ
か
し
こ
で
表
明
さ
れ
る
。
尤
も
、
こ
の
記
録

は
、
匿
名
の
見
物
人
の
筆
に
な
る
も
の
と
し
て
、
語
り
手
を
仮
構
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
意
見
や
感
想
を
、
良
基
当
人
の
も
の
と
真
正
直
に

受
け
止
め
る
必
要
は
、
必
ず
し
も
な
い
。
た
だ
、
そ
う
し
た
手
法
を
通
し
て
、
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良
基
が
如
何
な
る
世
界
を
描
こ
う
と
し
た
か
を
読
み
取
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　

良
基
の
語
り
手
は
、
前
段
の
湯
殿
の
条
に
於
て
も
「
六
位
は
山
蔭
流
を
も
ち

ゐ
ら
れ
侍
事
な
れ
ど
も
、
其
子
孫
な
き
に
よ
り
て
、
こ
の
度
は
た
ゞ
の
六
位
つ

と
め
侍
る
。
無
念
の
事
な
り
。
」
と
、
秘
事
口
伝
の
家
筋
に
対
す
る
拘
り
を
述

べ
、
さ
ら
に
、
「
あ
ま
の
羽
衣
」
を
纏
っ
た
御
浴
の
様
を
「
い
と
か
う

し
く

め
づ
ら
し
き
御
行
水
の
さ
ま
な
り
。
」
と
讃
え
て
い
る
。
『
建
武
年
中
行
事
』
は
、

自
身
の
関
心
の
在
処
に
つ
い
て
、
件
の
語
り
手
ほ
ど
に
多
弁
で
は
な
い
。
し
か

し
、
神
事
作
法
に
対
す
る
両
者
の
態
度
に
、
往
古
へ
の
憧
憬
と
い
う
共
通
の
要

素
が
あ
る
こ
と
は
、
十
分
に
看
取
で
き
る
と
思
う
。

　

『
建
武
年
中
行
事
』
が
、
神
今
食
に
何
を
見
て
い
た
か
。
そ
の
答
え
は
、
徐
々

に
手
繰
り
寄
せ
ら
れ
て
来
て
い
る
よ
う
だ
。
だ
が
、
神
今
食
の
次
第
は
、
ま
さ

に
こ
れ
か
ら
核
心
に
入
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
し
ば
ら
く
は
、
一
層

の
慎
重
を
期
し
つ
つ
、
本
文
を
読
み
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
御
服
の
の
ち
、
う
ね
べ
時
を
申
す
［
亥
一
］
。
内
侍
髪
あ
げ
て
、
神
殿
に
参

　
　

り
て
寝
具
を
供
す
。

　

采
女
が
亥
の
一
刻
を
告
げ
る
。
夕
御
膳
の
神
事
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

髪
上
げ
姿
の
内
侍
が
、
縫
司
を
率
い
て
「
神
殿
」
即
ち
中
の
塗
籠
に
参
り
、
神

座
に
衾
等
の
寝
具
を
供
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
言
う
た
め
に
は
、
神
座
の
し
つ

ら
い
を
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
文
は
、
一
旦
、
時
を
遡
ら
せ
る
。

　
　

こ
れ
よ
り
さ
き
、
左
右
近
の
つ
か
さ
、
殿
の
東
西
に
陣
を
ひ
く
。
開
門
・

　
　

闡
司
な
ど
は
て
ゝ
、
上
卿
以
下
、
神
殿
の
ま
へ
に
つ
ら
な
り
た
つ
。
左
右

　
　

近
中
将
お
の

一
人
、
す
ゝ
み
て
靴
を
ぬ
ぎ
弓
箭
と
き
て
、
南
戸
の
左

　
　

右
の
と
ば
り
を
か
ゝ
ぐ
。
打
払
の
筥
・
さ
か
枕
・
八
重
畳
な
ど
、
上
卿
・

　
　

参
議
・
弁
・
少
納
言
・
外
記
・
史
、
し
だ
い
に
こ
れ
を
供
す
。

　

中
門
を
開
き
、
小
忌
等
が
神
座
を
搬
入
す
る
。
『
西
宮
記
』
以
下
は
、
親
王
が

打
払
の
筥
を
執
り
、
納
言
・
参
議
が
坂
枕
を
舁
き
、
弁
以
下
が
八
重
畳
を
舁
く

等
と
指
示
す
る
が
、
本
文
で
は
、
や
は
り
近
衛
次
将
の
作
法
が
中
心
で
あ
る
。

　

神
座
の
搬
入
及
び
撤
去
の
際
に
、
左
右
近
衛
次
将
は
、
神
殿
の
南
戸
を
開
き
、

内
に
懸
け
ら
れ
た
幌
を
掲
げ
持
つ
。
こ
の
作
法
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
て
い
る

の
は
、
後
鳥
羽
院
の
撰
述
と
さ
れ
る
『
世
俗
浅
深
秘
抄
』
だ
が
、
こ
こ
で
は
特

に
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
本
文
と
比
較
し
た
場
合
に
注
目
さ
れ
る
所
説
の
み
を

紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、
『
世
俗
浅
深
秘
抄
』
に
よ
れ
ば
、
神
殿
の
幌
を
掲
げ
る
役
に
当
た
る
の

は
、
本
文
に
言
う
「
中
将
」
で
は
な
く
、
多
く
は
少
将
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

左
右
近
が
陣
を
引
く
作
法
に
つ
い
て
、
左
近
が
西
、
右
近
が
東
と
、
念
を
押
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
に
も
見
た
通
り
、
中
和
院
行
幸
に
於
て
は
、
左
右
立
ち

　
　
　
　
　
　
　
　

（

1

1

）

　
　

替
わ
ら
ぬ
た
め
で
あ
る
。
『
建
武
年
中
行
事
』
は
、
こ
こ
で
は
、
「
左
右
近
」
が

「
東
西
」
に
陣
を
引
く
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
先
の
本
文
と
矛
盾
し
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
と
も
、
単
な
る
慣
用
的
な
言
い
方
と
し
て
、
看
過
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。

　

も
う
一
点
。
神
座
搬
入
の
際
に
、
次
将
は
「
臨
二
其
期
一
」
即
ち
、
神
座
が
南

階
に
至
る
段
に
な
っ
て
陣
を
離
れ
、
南
階
の
脇
に
進
み
寄
り
兵
具
を
解
く
。
『
世

俗
浅
深
秘
抄
』
は
、
こ
れ
が
正
式
で
あ
る
が
、
「
近
代
只
不
レ
引
レ
陣
。
自
二
幔

辺
一
進
寄
。
錐
二
異
説
一
有
二
便
宜
ゆ
」
と
す
る
。
「
近
代
」
で
は
、
陣
を
引
く
こ
と

を
省
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
建
武
年
中
行
事
』
は
、
他
の
儀
式
に
関
し
て
は
、

多
く
「
近
代
」
の
説
を
採
る
。
だ
が
、
神
今
食
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ン
ス
が
異

な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

内
へ
と
り
入
ぬ
れ
ば
、
掃
部
の
か
み
参
て
、
神
座
を
し
く
。
南
枕
に
し
く
。

　
　

先
一
丈
二
尺
た
ゝ
み
、
そ
の
う
へ
に
六
尺
の
畳
四
帖
、
枕
の
か
た
二
帖
は

　
　

う
ら
あ
り
。
そ
の
上
に
九
尺
の
畳
七
帖
、
そ
の
う
へ
に
八
重
畳
し
く
。
九

　
　

尺
の
中
、
一
帖
を
い
さ
ゝ
か
東
に
引
き
い
で
て
、
う
ち
は
ら
ひ
の
筥
を
お

　
　

く
。
さ
か
枕
は
八
重
畳
の
下
に
枕
に
し
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

一
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殿
内
に
候
す
る
掃
部
の
官
人
は
、
小
忌
の
王
卿
か
ら
神
座
を
伝
え
受
け
て
、

こ
れ
を
神
殿
中
央
に
敷
く
。
内
侍
は
、
神
座
の
上
に
寝
具
を
供
す
る
。

　
　

内
侍
参
て
、
御
ふ
す
ま
を
や
へ
だ
ゝ
み
の
う
へ
に
奉
る
。
御
櫛
・
御
扇
、

　
　

そ
ば
に
お
く
。
御
く
つ
、
御
あ
と
に
お
く
な
り
。

　

八
重
畳
の
神
座
、
及
び
、
そ
の
傍
ら
に
設
け
ら
れ
る
神
饌
供
御
の
た
め
の
御

座
・
短
帖
の
敷
設
に
つ
い
て
は
、
『
大
内
裏
図
考
證
』
に
『
建
武
年
中
行
事
』
の

当
該
本
文
に
基
づ
く
図
を
載
せ
る
。
他
に
も
、
記
録
等
に
基
づ
く
諸
説
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

1

2

）

は
既
に
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
考
証
は
全
て
そ
れ
ら
に
譲
る
。

　

た
だ
、
八
重
畳
の
設
け
ら
れ
る
意
味
に
関
連
し
て
、
興
味
深
い
事
例
が
あ
る

の
で
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
本
文
か
ら
は
少
し
離
れ
る
が
、
簡
単
に
触
れ
て
お

く
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
は
、
天
皇
の
行
幸
が
な
い
場
合
に
寝
具
を
供
す
る
か
否

か
が
問
題
と
な
る
、
と
い
う
事
例
で
あ
る
。

　

前
項
に
も
述
べ
た
が
、
『
江
家
次
第
』
は
、
天
皇
の
行
幸
が
あ
る
場
合
は
中
和

院
で
、
行
幸
な
く
上
卿
以
下
が
代
行
す
る
場
合
は
神
祇
官
で
と
、
明
確
に
区
別

し
て
い
る
。
そ
の
『
江
家
次
第
』
は
、
「
神
祇
官
神
今
食
」
の
項
で
、
神
事
次
第

を
、
上
卿
以
下
の
神
座
搬
入
、
諸
司
に
よ
る
神
饌
供
御
と
記
し
た
次
に
、
「
供
二

神
裳
等
一
歟
［
能
可
レ
令
レ
尋
レ
之
］
」
と
す
る
。
ま
た
、
神
饌
を
供
し
了
り
撤
す
る

と
し
た
次
に
も
、
や
は
り
「
撤
二
寝
具
一
［
可
レ
尋
レ
之
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
神
座
は
設
け
る
が
、
寝
具
が
必
要
か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
い
と
い
う
の

で
あ
る
。

　

神
座
が
単
な
る
御
座
で
あ
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、
枕
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
寝
座
で
あ
る
。
そ
の
御
寝
の
座
に
、
衾

等
が
不
要
と
い

う
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
神
事
の
開
始
以
前
に
、
上
卿
は
内
侍
の

参
不
を
問
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
行
幸
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
内
侍
ま
で

も
が
参
仕
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
寝
具
を
供
す
る
役
の
不
在
と
い
っ
た

理
由
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
『
江
家
次
第
』
は
、
何
に
不
審
を
抱
い
て
い
る
の
だ

一
二

ろ
う
。

　

折
口
信
夫
が
、
大
嘗
祭
の
神
座
を
天
孫
降
臨
神
話
の
真
床
覆
裳
に
比
定
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

1

3

）

以
来
、
神
座
の
意
味
に
つ
い
て
論
議
の
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

今
仮
に
そ
れ
ら
の
意
見
を
大
別
す
れ
ば
、
天
皇
が
こ
こ
で
何
ら
か
の
秘
儀
を
行

う
の
で
あ
る
と
す
る
説
と
、
祭
神
が
こ
こ
で
休
む
の
で
あ
る
と
す
る
説
と
の
、

二
つ
に
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

深
読
み
を
承
知
の
上
の
推
論
で
あ
る
が
、
『
江
家
次
第
』
の
不
審
は
、
前
者
の

説
に
類
す
る
考
え
方
を
背
景
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
神
座
が
祭

神
の
休
み
所
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
行
幸
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
寝
具
の
設
け
は
必

　
　
　
　

（
1
4
）

須
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
神
座
は
天
皇
の
秘
儀
の
た
め
の
設
け
で
あ
る
と
考
え
た

場
合
、
行
幸
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
省
く
と
い
う
案
も
出
て
来
る
の
で
は
な
い
か
。

　

但
し
、
全
く
実
際
的
な
理
由
か
ら
、
臣
下
の
み
で
行
う
神
今
食
に
、
神
座
そ

の
も
の
は
欠
か
せ
ぬ
の
で
あ
る
。
儀
式
次
第
か
ら
神
座
の
搬
入
と
撤
去
を
削
れ

ば
、
そ
こ
で
の
小
忌
王
卿
の
役
割
は
、
諸
司
に
よ
る
神
饌
供
御
を
見
守
る
以
外
、

何
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
内
侍
に
よ
る
寝
具
の
設
け
は
、
神
座
搬
入

の
後
に
神
殿
内
部
で
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
省
略
し
て
も
、
特
に

儀
式
の
形
が
損
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
神
座
は
設
け
る
け
れ
ど
も
、

寝
具
は
如
何
と
す
る
問
い
か
け
が
、
こ
う
し
て
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

改
め
て
念
を
押
す
が
、
こ
の
論
は
、
大
嘗
祭
や
神
今
食
等
の
原
型
を
探
ろ
う

と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
儀
式
や
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
に
対
す
る
意

味
付
け
は
、
必
ず
し
も
時
代
を
超
え
て
生
き
続
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
に
応

じ
て
変
化
し
得
る
と
考
え
て
い
る
。
右
に
述
べ
た
の
は
、
神
座
の
持
つ
固
有
の

意
味
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
、
『
江
家
次
第
』
の
時
代
に
、
そ
う
し
た
解
釈
の

行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
再
び
『
建
武
年
中
行
事
』
の
本
文
に
戻
る
。

　
　

内
侍
し
ぞ
き
て
、
神
殿
に
入
御
あ
り
。
神
座
の
東
に
、
巽
む
き
に
半
帖
を
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敷
て
御
座
と
す
。
笏
正
し
く
し
て
つ
か
せ
給
ふ
。
揖
あ
り
［
こ
の
揖
は
、

　
　
人
し
ら
ぬ
事
な
り
］
。

　

夕
御
膳
の
供
御
。
本
文
は
、
神
饌
行
立
の
次
第
な
ど
記
す
こ
と
は
し
な
い
。

以
後
は
全
て
、
神
殿
内
の
天
皇
作
法
で
あ
る
。

　

天
皇
は
、
八
重
畳
の
東
に
敷
い
た
御
座
に
着
き
、
威
儀
を
正
し
、
一
揖
す
る

と
い
う
。
祭
神
に
対
す
る
揖
で
あ
ろ
う
。
本
文
の
注
記
に
、
「
こ
の
揖
は
、
人
し

ら
ぬ
事
な
り
」
と
あ
る
が
、
確
か
に
、
儀
式
書
そ
の
他
に
当
た
っ
て
み
て
も
、

着
座
の
時
の
揖
の
こ
と
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
『
江
家
次
第
』
「
大
嘗
祭
」
等

は
、
神
饒
供
御
の
後
、
共
食
の
際
の
作
法
と
し
て
、
拍
手
・
称
唯
、
並
び
に
「
低

頭
」
を
記
す
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
記
述
は
、
本
文
に
な
い
。

　
　

そ
の
前
に
又
短
帖
を
敷
て
、
そ
の
う
へ
に
神
座
を
供
す
。
陪
膳
の
う
ね
べ
、

　
　

神
食
薦
も
ち
て
参
て
、
短
帖
の
上
に
し
く
。
し
ん
ど
り
の
う
ね
べ
、
御
食

　
　

薦
を
持
て
ま
ゐ
る
。
陪
膳
と
り
て
し
く
。
ひ
ら
で
ば
こ
の
は
こ
、
御
は
ん
・

　
　

な
ま
物
・
干
物
・
く
だ
物
の
は
こ
ど
も
、
次
第
に
ま
ゐ
り
ぬ
れ
ば
、
う
ね

　
　

べ
ひ
ら
で
を
取
て
ま
ゐ
ら
す
る
に
、
次
第
に
入
れ
さ
せ
給
ふ
。
お
き
様
、

　
　

二
の
や
う
あ
り
。
二
行
に
す
う
。
五
出
の
や
う
な
り
。
神
今
食
は
、
五
出

　
　

た
よ
り
あ
る
な
り
。
ひ
ら
で
す
く
な
き
ゆ
ゑ
な
り
。
く
は
し
き
や
う
次
第

　
　

に
見
え
た
り
。

　

天
皇
の
御
座
の
前
に
敷
か
れ
た
短
帖
が
、
神
饌
 供

御
の
た
め
の
座
で
あ
る
。

最
姫
と
呼
ば
れ
る
陪
膳
の
采
女
が
、
「
神
食
薦
」
を
短
帖
の
上
に
敷
き
、
さ
ら

に
、
「
御
食
薦
」
を
後
取
の
采
女
か
ら
伝
え
取
っ
て
、
そ
の
傍
ら
に
敷
く
。
次

で
、
葉
盤
筥
以
下
の
供
物
を
、
陪
膳
が
後
取
か
ら
の
手
伝
え
で
御
食
薦
の
上
に

置
く
。
次
で
、
天
皇
が
陪
膳
か
ら
葉
盤
を
受
け
て
、
一
々
に
御
飯
以
下
の
供
物

を
盛
り
、
こ
れ
を
陪
膳
が
神
食
薦
の
上
に
並
べ
置
く
。
供
物
を
神
食
薦
の
上
に

並
べ
る
、
そ
の
置
き
方
に
は
、
「
五
出
」
と
「
二
行
」
と
の
二
通
り
が
あ
り
、
神

今
食
は
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
の
場
合
に
比
べ
て
葉
盤
の
数
が
少
な
い
の
で
、
前
者

が
便
宜
で
あ
る
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
中
世
の
天
皇
は
、
神
饌
供
御
の
作
法
を
、
臣
下
の
与
り
知
ら
ぬ

最
重
要
の
秘
事
と
し
て
、
代
々
口
伝
等
に
よ
り
伝
え
た
。
そ
の
一
端
は
、
天
皇

自
身
の
記
録
に
伺
い
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
中
に
、
『
建
武
年
中
行
事
』
本
文

の
読
解
と
も
関
連
す
る
よ
う
な
、
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。

　

『
後
鳥
羽
院
震
記
』
に
よ
れ
ば
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
十
月
二
一
日
、
後

鳥
羽
院
は
「
陪
膳
采
女
越
中
」
を
召
し
「
大
嘗
会
卯
日
御
陪
膳
儀
」
を
問
う
た
。

越
中
は
「
安
芸
之
仮
名
記
」
と
称
す
る
草
子
一
帖
を
持
参
し
た
が
、
院
の
所
存

と
異
な
る
所
も
あ
っ
た
た
め
、
供
御
の
次
第
を
詳
し
く
教
訓
し
た
上
で
、
そ
れ
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ら
の
説
を
よ
く
よ
く
秘
蔵
す
べ
し
と
命
じ
た
と
い
う
。
「
安
芸
」
は
十
二
世
紀
半

ば
に
実
在
し
た
采
女
の
名
。
藤
原
忠
実
の
談
話
を
記
し
た
『
富
家
語
』
に
も
、

供
御
の
次
第
に
通
じ
た
重
代
の
者
と
し
て
追
想
さ
れ
て
い
る
（
九
一
話
）
。
こ
の

日
、
陪
膳
役
を
召
し
た
の
は
、
順
徳
天
皇
の
大
嘗
祭
を
間
近
に
控
え
、
詳
細
を

打
ち
合
わ
せ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

院
は
、
こ
の
日
の
記
に
、
供
膳
の
様
や
神
座
・
短
帖
等
の
置
き
様
は
「
諸
家

記
説
々
」
「
不
同
」
と
し
、
供
物
の
据
え
様
を
も
含
め
、
そ
れ
ら
を
悉
く
別
紙
に

記
す
と
述
べ
て
い
る
。
儀
式
書
の
他
、
天
皇
の
日
記
、
執
柄
家
の
家
記
等
も
勘

案
し
た
研
究
の
成
果
を
、
後
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
の
後
、

「
殊
秘
説
三
个
事
、
猶
重
注
之
。
」
と
し
て
、
三
の
秘
説
を
次
の
よ
う
に
示
し
て

い
る
。
一
に
神
座
・
短
帖
等
の
置
き
様
を
図
示
し
た
上
、
頭
書
に
て
説
明
を
加

え
、
二
に
「
陪
膳
采
女
居
於
神
食
薦
様
。
天
皇
令
盛
給
テ
後
、
居
神
食
薦
時
様

也
」
と
し
て
「
二
行
」
「
五
出
」
の
二
説
を
図
と
と
も
に
紹
介
し
、
三
に
「
刀
自

采
女
」
以
外
は
諸
家
の
知
ら
ぬ
秘
事
と
し
て
、
供
御
の
御
飯
が
米
二
杯
粟
二
杯

の
四
杯
で
あ
る
こ
と
、
天
皇
の
料
も
同
じ
米
粟
の
飯
二
杯
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

る
。

　

『
建
武
年
中
行
事
』
の
本
文
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
、
第
一
の

一
三



子厚藤佐

神
座
・
短
帖
等
の
説
明
中
に
、
「
或
記
日
、
短
帖
神
座
歟
。
然
而
、
新
儀
式
．
清

涼
抄
心
不
然
。
両
食
薦
、
敷
短
帖
上
。
為
神
座
者
、
何
可
然
乎
。
」
と
あ
る
と
こ

ろ
。
『
建
武
年
中
行
事
』
本
文
は
、
天
皇
の
御
座
の
前
に
敷
く
短
帖
に
「
神
座
」

を
設
け
る
と
す
る
。
院
は
、
本
文
と
同
様
の
説
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、

こ
れ
に
異
を
唱
え
、
神
食
薦
・
御
食
薦
と
も
に
短
帖
の
上
に
掛
か
る
よ
う
に
敷

く
の
だ
か
ら
、
短
帖
が
神
座
で
あ
る
は
ず
は
な
い
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
二
の
、
「
二
行
」
「
五
出
」
の
紹
介
。
長
く
な
る
の
で
引
用
は
省
く

が
、
要
す
る
に
「
二
行
」
と
い
う
の
は
、
全
部
で
三
二
の
葉
盤
を
置
く
の
に
、

ま
ず
各
五
の
葉
盤
を
横
二
行
に
平
行
に
並
べ
、
二
行
の
間
に
一
の
葉
盤
を
置
き
、

そ
れ
ら
十
一
の
上
に
次
々
を
重
ね
て
、
お
よ
そ
三
重
に
す
る
。
「
五
出
」
は
、
五

の
葉
盤
を
円
形
に
、
中
に
一
の
葉
盤
を
置
い
て
、
そ
れ
ら
六
の
葉
盤
の
上
に
次
々

を
重
ね
る
の
で
、
お
よ
そ
六
重
に
な
る
。
院
に
よ
れ
ば
、
「
二
行
」
は
白
河
院
の

説
、
「
五
出
」
は
件
の
采
女
「
安
芸
」
の
説
と
い
う
。
院
は
、
前
者
を
上
説
と
し

後
者
を
次
説
と
す
る
が
、
『
建
武
年
中
行
事
』
本
文
に
あ
る
通
り
、
葉
盤
の
数
が

少
な
け
れ
ば
、
後
者
の
方
が
却
っ
て
好
都
合
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
「
二
行
」
「
五
出
」
の
二
葉
の
葉
盤
の
据
え
方
は
、
院
に
と
っ

て
は
「
殊
秘
説
」
の
一
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
本
文
で
は
「
く
は
し
き
や
う

次
第
に
見
え
た
り
。
」
と
、
実
に
淡
泊
な
扱
い
で
あ
る
。
「
次
第
」
と
は
、
当
時

の
用
法
か
ら
考
え
て
、
儀
式
書
や
記
録
の
類
を
言
う
の
だ
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
、

特
定
の
「
次
第
」
を
指
す
と
も
受
け
取
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
「
次
第
に
見
え
た

り
。
」
と
の
言
い
方
は
、
編
者
自
身
の
手
で
詳
細
を
記
し
た
別
記
の
類
を
参
照
せ

よ
、
と
い
う
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
「
次
第
」
と
言
う
だ
け
で

通
る
よ
う
な
、
あ
る
程
度
一
般
化
し
た
儀
式
書
、
も
し
く
は
諸
家
に
よ
る
大
嘗
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祭
の
記
録
等
を
見
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

院
は
、
秘
説
の
紹
介
を
、
次
の
よ
う
な
訓
戒
で
締
め
括
る
。
「
家
々
記
」
は

様
々
の
説
を
載
せ
る
が
、
大
方
は
首
尾
の
叶
わ
ぬ
も
の
ば
か
り
と
思
う
。
だ
か

一

四

ら
「
雖
違
此
図
、
向
後
以
此
説
、
莫
仰
聞
如
弁
。
只
臨
時
又
如
本
可
改
也
。
」
即

ち
、
秘
説
を
伝
授
し
た
か
ら
に
は
、
こ
れ
を
遵
守
す
れ
ば
よ
い
。
大
嘗
祭
の
本

番
に
臨
ん
で
、
た
と
え
本
説
と
異
な
っ
た
仕
儀
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
う

ろ
た
え
て
弁
官
に
尋
ね
た
り
し
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
の
場
で
正
し
い
形
に
改
め
れ

ば
よ
い
の
だ
、
と
。
院
は
、
こ
れ
を
天
皇
家
の
「
家
記
」
と
し
て
綴
っ
て
い
る
。

大
嘗
祭
の
作
法
を
秘
説
と
し
て
記
す
こ
と
で
、
他
の
「
家
々
記
」
と
の
違
い
を

際
立
た
せ
、
天
皇
〝
職
〟
の
固
有
性
を
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
本
文
か
ら
は
、
天
皇
作
法
の
固
有
性
に
対
す
る

強
い
執
着
と
い
っ
た
も
の
は
、
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。
神
今
食
の
天
皇
作
法

は
、
湯
殿
の
儀
や
神
事
装
束
の
作
法
と
、
殆
ど
同
一
の
レ
ベ
ル
に
置
か
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
叙
述
の
中
心
に
は
常
に
天
皇
が
あ
り
、
場
面
は
天
皇
の
視

線
を
追
う
よ
う
に
し
て
展
開
す
る
。
し
か
し
、
観
修
寺
や
大
炊
御
門
と
い
っ
た

家
々
の
伝
え
る
秘
説
、
そ
れ
ら
に
向
け
ら
れ
る
敬
慕
の
眼
差
し
以
上
の
特
別
の

も
の
が
、
天
皇
自
身
の
所
作
に
注
が
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、

『
建
武
年
中
行
事
』
が
、
天
皇
家
の
「
家
記
」
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
天
皇
〝
職
〟
の
後
継
者
に
向
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
、
た

だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

か
ゆ
ま
ゐ
る
。
し
ろ
き
・
く
ろ
き
ま
ゐ
り
て
、
本
柏
に
て
そ
ゝ
ぐ
。
な
う

　
　

あ
ひ
の
御
飯
・
み
き
ま
ゐ
り
ぬ
れ
ば
、
宮
主
の
と
申
す
。
う
ね
べ
ま
た
申

　
　

し
て
後
、
し
だ
い
に
ま
か
る
な
り
。

　

粥
を
供
し
、
白
酒
・
黒
酒
を
供
し
て
、
神
餓
供
御
が
終
わ
る
。
酒
は
、
本
柏

の
葉
を
以
て
、
数
度
に
分
け
て
神
饌
の
上
に
注
ぐ
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
天
皇

共
食
。
采
女
が
天
皇
に
、
御
飯
と
酒
と
を
、
こ
れ
も
数
度
に
分
け
て
供
す
る
。

こ
こ
で
数
度
と
言
う
の
は
、
神
今
食
と
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
と
で
は
、
数
が
異
な

る
た
め
。
ま
た
、
共
食
の
儀
に
際
し
て
は
、
そ
の
都
度
、
拍
手
・
称
唯
、
並
び

に
「
低
頭
」
の
所
作
の
あ
る
こ
と
、
先
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
宮
主
が
中
戸
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の
外
で
祝
詞
を
唱
え
、
陪
膳
も
ま
た
祈
る
。
前
出
の
『
江
記
』
に
は
、
「
陪
膳

欲
レ
取
二
神
食
薦
一
私
祈
曰

、
先
可
二
挟
給
一
之
物
乎
後
爾
挟
給
比
及
諸
答
有
止
毛
神
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直
保
比
大
直
保
二
受
給
へ
」
と
あ
る
。

　
　

は
じ
め
ま
づ
御
手
水
ま
ゐ
る
。
其
後
い
さ
ゝ
か
祈
念
の
事
あ
り
。
は
て
ゝ

　
　

の
ち
、
又
御
手
水
さ
き
の
如
し
。
猶
秘
事
ど
も
は
し
る
す
に
及
ば
ず
。
其

　
　

後
か
へ
り
い
ら
せ
給
ふ
。

　

手
水
の
事
は
、
神
饌
供
御
の
前
後
に
あ
る
。
本
文
に
「
は
じ
め
ま
づ
御
手
水

ま
ゐ
る
。
」
と
あ
る
の
は
、
神
饌

供
御
を
了
え
た
天
皇
が
、
神
殿
か
ら
西
の
隔
殿

に
移
る
前
に
、
手
水
を
使
う
と
い
う
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
し
て
、
先
に
も
こ
の

事
あ
り
と
想
起
し
、
時
を
遡
ら
せ
た
わ
け
だ
。

　

そ
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
「
祈
念
の
事
あ
り
。
」
と
は
、
供
御
を
始
め
る
に
あ

た
っ
て
、
天
皇
が
祭
神
に
祈
る
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
。
前
出
の
『
後
鳥
羽
院

震
記
』
に
よ
れ
ぼ
、
後
鳥
羽
は
十
月
二
十
三
日
、
大
嘗
祭
を
控
え
た
順
徳
に
、
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「
公
家
於
悠
紀
主
基
神
殿
、
可
被
行
請
申
詞
」
を
伝
授
し
た
と
い
う
。
こ
れ
も
引

用
は
省
く
が
、
そ
の
趣
旨
は
、
伊
勢
の
天
照
大
神
と
諸
神
に
向
け
て
、
国
家
の

安
泰
を
謝
し
て
新
穀
を
供
え
る
旨
を
述
べ
、
天
皇
の
身
に
災
厄
の
及
ぼ
ぬ
事
を

祈
請
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
鳥
羽
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
「
代
々
此
事
不
載
諸
家

記
、
又
無
知
人
歟
」
と
し
、
「
最
秘
蔵
事
也
」
「
殊
秘
蔵
事
也
」
と
繰
り
返
し
て

い
る
。

　

さ
て
、
問
題
は
、
「
猶
秘
事
ど
も
は
し
る
す
に
及
ば
ず
。
」
と
い
う
一
文
で
あ

る
。
神
事
の
全
体
を
振
り
返
っ
て
、
こ
の
間
に
は
、
な
お
幾
つ
か
の
「
秘
事
ど

も
」
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
記
す
わ
け
に
は
行
か
ぬ
、

と
釘
を
刺
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
本
文
に
は
、
既
に
「
人
し
ら
ぬ
」
揖

の
こ
と
が
記
さ
れ
、
「
祈
念
の
事
」
あ
り
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
「
秘

事
」
の
う
ち
に
も
入
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
う
か
。
諸
家
の
知
ら
ず
天
皇
の
み
の
知
り

得
る
事
が
、
さ
ら
に
幾
つ
も
あ
る
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

尤
も
、
中
世
の
「
秘
事
」
は
、
現
代
の
そ
れ
と
は
随
分
と
語
感
が
違
う
。
中

世
の
「
秘
事
」
は
、
家
職
に
関
わ
る
知
識
や
技
術
の
相
伝
と
い
う
こ
と
に
密
着

し
た
言
葉
で
あ
り
、
特
定
の
作
法
を
こ
な
す
た
め
の
奥
義
と
い
っ
た
意
味
合
い

を
持
つ
。

　

後
伏
見
院
は
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
十
一
月
二
四
日
の
花
園
天
皇
大
嘗

祭
を
前
に
、
当
月
四
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、
三
度
に
わ
た
り
神
饌
の
習
礼
を

行
っ
た
が
、
そ
の
中
で
、
神
饌
供
進
の
作
法
に
つ
い
て
、
「
此
大
事
、
主
上
・
執

柄
・
陪
膳
采
女
外
、
更
無
知
人
。
大
概
一
融
諸
次
第
又
如
記
録
、
載
之
。
但
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

1

9

）

細
、
口
伝
説
々
・
最
秘
事
等
、
太
以
多
々
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
通
り

一
遍
の
作
法
な
ら
ば
諸
次
第
や
記
録
の
類
に
載
っ
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
「
委

細
」
に
つ
い
て
、
「
口
伝
説
々
・
最
秘
事
等
」
が
数
多
く
あ
る
と
い
う
の
だ
。
奥

義
た
る
所
以
で
あ
る
。

　

『
建
武
年
中
行
事
』
は
、
儀
式
次
第
を
作
法
の
連
鎖
と
し
て
綴
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
作
法
の
「
委
細
」
を
問
う
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
こ
れ
は
、
『
建
武
年
中

行
事
』
の
記
事
一
般
に
つ
い
て
も
、
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
家
職
と
と
も
に
伝

え
ら
れ
た
作
法
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
家
々
が
他
と
の
差
別
化
を
図
る
手
だ
て

と
し
自
己
証
明
の
手
段
と
し
て
持
ち
伝
え
た
家
説
の
類
、
そ
の
細
か
な
違
い
な

ど
に
は
、
殆
ど
触
れ
よ
う
と
し
な
い
。
た
だ
、
「
諸
次
第
」
や
「
記
録
」
に
載
る

レ
ベ
ル
の
、
作
法
の
概
要
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
天
皇
作

法
の
「
委
細
」
ば
か
り
を
、
特
別
に
示
し
て
見
せ
る
い
わ
れ
は
な
い
。

　

一
方
、
「
秘
事
」
と
は
、
家
職
に
ま
つ
わ
る
奥
義
を
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
秘

伝
を
受
け
た
者
は
、
時
に
臨
め
ば
公
然
と
成
果
を
披
露
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

正
統
の
後
継
者
た
る
こ
と
を
証
し
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
公
開
に
相
応
し
い
場

で
な
け
れ
ば
、
せ
め
て
、
「
秘
事
ど
も
は
し
る
す
に
及
ば
ず
。
」
と
、
ア
ピ
ー
ル

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

順
徳
・
花
園
の
例
を
見
て
も
、
神
饌
供
御
の
作
法
の
伝
授
は
、
大
嘗
祭
の
寸

一
五
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前
に
行
わ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
後
醍
醐
も
ま
た
、
「
秘
事
」
の
伝
授
を
受
け
、
内

容
を
知
っ
た
上
で
、
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
は
真
っ
当

に
受
け
取
っ
て
お
く
し
か
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
神
今
食

記
事
が
、
果
た
し
て
本
当
に
在
位
中
に
書
か
れ
た
も
の
か
否
か
、
確
実
な
判
断

は
で
き
か
ね
る
と
い
う
の
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

丑
一
刻
に
、
暁
御
膳
の
供
御
。
次
第
作
法
は
、
夕
御
膳
に
同
じ
で
あ
る
。

　
　

み
な
い
で
て
、
う
ね
べ
参
て
、
よ
ひ
・
あ
か
つ
き
の
神
の
お
も
の
、
こ
と

　
　

な
く
ゆ
ゑ
な
く
ま
ゐ
り
ぬ
と
申
せ
ば
、
よ
し
と
仰
せ
あ
り
て
、
御
湯
か
た

　
　

び
ら
を
給
ふ
。
縫
殿
の
帛
の
御
装
束
、
宮
主
に
た
ま
ふ
。

　

神
饌
等
を
全
て
撤
去
の
後
、
采
女
が
西
の
隔
殿
の
天
皇
に
、
供
膳
の
無
事
終

了
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
。
そ
の
詞
は
、
『
西
宮
記
』
「
神
今
食
」
の
別
項
「
中

院
儀
」
に
「
阿
佐
女
・
采
女
・
主
水
、
夕
暁
御
膳
平
久
供
奉
止
申
」
と
あ
り
、

『
江
家
次
第
』
「
大
嘗
祭
」
等
も
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
儀
式
に
用
い
ら
れ
る
定

型
の
詞
に
は
、
あ
ま
り
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
ぬ
の
が
普
通
だ
が
、
本
文
に
記

さ
れ
た
采
女
の
詞
は
、
趣
旨
は
と
も
か
く
と
し
て
、
か
な
り
異
っ
た
形
の
も
の

　
　
　
　

（

2

0

）

と
な
っ
て
い
る
。

　

采
女
の
詞
に
対
し
て
、
天
皇
が
「
よ
し
」
と
告
げ
れ
ば
、
こ
こ
に
神
事
は
完

了
す
る
。
儀
式
書
等
は
、
天
皇
が
装
束
を
改
め
る
と
言
う
の
み
で
あ
る
が
、
本

文
の
記
す
の
は
、
単
な
る
次
第
で
は
な
い
。
「
天
の
羽
衣
」
と
称
す
る
湯
帷
も
、

所
謂
「
大
神
事
の
御
装
束
」
も
、
神
事
の
完
了
と
と
も
に
消
え
る
の
で
あ
る
。

止
ま
っ
て
い
た
日
常
の
時
間
が
再
び
流
れ
出
す
、
そ
の
瞬
間
か
ら
、
そ
れ
ら
は

常
の
御
衣
と
な
り
、
采
女
や
宮
主
へ
の
祿
と
し
て
下
げ
渡
さ
れ
、
二
度
と
使
わ

れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
本
文
に
は
、
神
祇
官
の
儀
に
つ
い
て
の
簡
単
な
説
明
が
入
る
。
こ

れ
は
、
前
項
で
既
に
扱
っ
た
の
で
、
繰
り
返
し
引
用
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、

こ
の
一
文
が
あ
る
た
め
に
、
記
事
は
、
神
今
食
に
つ
い
て
の
補
遺
に
入
っ
た
か

一
六

と
思
わ
せ
る
。
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
だ
。

　
　

神
膳
の
ほ
ど
は
、
近
衛
府
の
幄
に
て
神
楽
あ
り
。
よ
ひ
の
御
膳
の
ほ
ど
、

　
　

と
り
物
、
か
ら
神
ま
で
う
た
ふ
。
夜
も
す
が
ら
う
た
ひ
て
、
還
御
の
御
輿

　
　

の
左
右
に
う
た
ひ
て
供
奉
す
。
声
た
え
ず
。
千
歳
を
う
た
ふ
。
月
華
門
の

　
　

内
に
て
と
ゞ
ま
り
さ
ぶ
ら
ふ
。

　

天
皇
が
神
嘉
殿
を
出
る
。
す
る
と
、
そ
こ
に
は
朝
の
空
気
の
中
に
、
神
楽
の

声
が
響
い
て
い
る
。
実
は
、
神
事
の
間
、
近
衛
府
が
神
楽
を
奏
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
夕
御
膳
の
間
に
、
採
物
の
「
韓
神
」
ま
で
歌
い
、
さ
ら
に
夜
通
し
歌
い

続
け
て
、
小
前
張
の
「
千
歳
」
ま
で
。
楽
の
音
は
絶
え
る
こ
と
な
く
、
還
御
の

輿
を
左
右
か
ら
包
む
よ
う
に
響
き
続
け
る
。
あ
た
か
も
、
神
上
げ
す
る
神
楽
の

声
に
送
ら
れ
て
神
事
の
場
を
離
れ
て
行
く
神
の
よ
う
に
、
天
皇
の
輿
は
、
中
和

院
を
後
に
し
て
内
裏
に
帰
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

　

『
西
宮
記
』
「
神
今
食
」
「
中
院
儀
」
の
項
に
は
、
神
事
の
間
の
こ
と
と
し
て

「
近
衛
逓
神
楽
。
」
と
の
注
記
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
『
建
武
年
中
行
事
』
が
近
衛
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

2

1

）

神
楽
を
記
し
留
め
る
こ
と
、
そ
れ
自
体
を
問
題
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、

実
際
の
中
和
院
行
幸
、
そ
の
還
御
の
様
は
、
程
な
い
行
程
の
間
に
大
忌
王
卿
の

名
謁
を
行
う
と
い
う
よ
う
に
、
よ
ほ
ど
物
々
し
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。
本
文

に
描
か
れ
る
情
景
は
、
厳
し
い
警
護
の
雰
囲
気
か
ら
、
あ
ま
り
に
懸
け
離
れ
て

い
る
。

　

先
述
の
通
り
、
『
建
武
年
中
行
事
』
は
、
違
例
の
選
択
に
よ
っ
て
、
還
御
の
際

の
名
謁
を
排
除
し
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、
還
御
の
場
面
は
、
祭
主
と
し
て

の
天
皇
の
神
々
し
い
姿
を
浮
か
び
上
ら
せ
る
も
の
と
な
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
、

ち
ょ
う
ど
、
効
果
的
に
演
出
さ
れ
た
舞
台
の
幕
引
き
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
通
り
、
『
建
武
年
中
行
事
』
の
時
代
、
神
今
食
・
新
嘗

祭
の
親
祭
は
、
既
に
廃
れ
て
い
た
。
大
嘗
祭
に
共
通
す
る
神
饌
供
御
の
次
第
は

と
も
か
く
と
し
て
、
中
和
院
行
幸
の
記
事
が
編
者
の
実
体
験
に
基
づ
く
と
い
う
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こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
得
な
い
。
お
そ
ら
く
『
建
武
年
中
行
事
』
は
、
故
実
の
世

界
の
み
に
存
在
す
る
、
〝
神
今
食
な
る
も
の
〟
を
記
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
も
う
一
歩
、
踏
み
込
ん
だ
推
測
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る

だ
ろ
う
か
。

　

先
に
、
二
条
良
基
の
大
嘗
会
記
を
引
い
て
、
こ
れ
を
『
建
武
年
中
行
事
』
の

本
文
と
比
較
し
、
そ
の
筆
致
に
、
共
通
の
懐
古
的
な
要
素
が
見
ら
れ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
実
は
、
他
に
も
共
通
点
は
あ
る
。
仮
名
書
き
、
語
り
口
調
、
そ
し

て
仮
構
さ
れ
た
視
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
古
く
は
、
貴
人
に
近
侍
す
る
女
房
に

語
り
を
仮
託
し
た
王
朝
物
語
の
叙
法
で
あ
り
、
近
く
は
、
所
謂
鏡
物
や
女
房
日

記
等
の
叙
法
で
あ
る
。

　

良
基
の
姉
が
後
醍
醐
の
女
御
と
な
り
、
後
醍
醐
と
良
基
と
が
親
近
し
た
一
時

期
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
、
両
者
は
、

文
化
的
素
養
や
嗜
好
に
於
て
、
極
め
て
近
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
、

『
原
中
最
秘
抄
』
に
よ
れ
ば
、
良
基
は
、
河
内
方
の
学
者
で
あ
る
行
阿
（
俗
名
源

知
行
）
か
ら
『
源
氏
物
語
』
の
秘
説
奥
義
の
伝
授
を
受
け
て
お
り
、
後
醍
醐
も

ま
た
同
じ
行
阿
に
、
家
本
の
河
内
本
『
源
氏
物
語
』
の
書
写
を
命
じ
献
上
さ
せ

て
い
る
。

（
2
2
）

　

後
醍
醐
に
と
っ
て
、
故
実
と
し
て
の
〝
神
今
食
な
る
も
の
〟
は
、
同
時
に
〃
物

語
”
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
良
基
が
、
後
円
融
の
大
嘗
祭

記
録
に
事
寄
せ
、
匿
名
の
語
り
手
に
仮
託
し
て
〝
大
嘗
祭
な
る
も
の
〟
を
描
き

出
そ
う
と
し
た
よ
う
に
、
後
醍
醐
も
ま
た
、
天
皇
を
語
り
手
と
し
主
人
公
と
す

る
〝
物
語
と
し
て
の
神
今
食
〟
を
創
作
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
に
、
「
解
斎
」
の
記
事
に
つ
い
て
、
少
し
だ
け
触
れ
て
お
き
た
い
。
『
建

武
年
中
行
事
』
は
、
還
御
の
場
面
の
後
に
、
十
二
日
朝
の
解
斎
の
粥
・
解
斎
の

手
水
の
次
第
を
も
記
し
て
い
る
。
神
今
食
の
神
事
を
、
一
日
の
忌
火
御
膳
を
以

て
始
ま
る
も
の
と
し
、
そ
れ
に
照
応
す
る
よ
う
に
、
解
斎
を
以
て
記
事
を
閉
じ

る
。
潔
斎
の
開
始
か
ら
中
和
院
行
幸
を
挟
ん
で
解
斎
ま
で
を
、
一
続
き
の
儀
式

と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
解
斎
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
と
り
あ
え
ず
省
略
す
る
。
本
文
の
記
述

は
、
『
江
家
次
第
』
「
解
斎
事
」
と
、
ほ
ぼ
同
内
容
。
『
建
武
年
中
行
事
』
の
記
事

と
し
て
は
比
較
的
長
文
で
あ
り
、
中
に
は
興
味
深
い
天
皇
作
法
も
含
ま
れ
て
い

て
、
編
者
の
関
心
の
持
ち
方
に
は
気
を
惹
か
れ
る
が
、
全
て
、
別
の
機
会
に
譲

る
こ
と
と
す
る
。

注（
1
）　

『
貞
観
儀
式
』
「
神
今
食
儀
」
等
。

（
2
）　

『
江
家
次
第
』
「
新
嘗
祭
」
別
項
「
神
祇
官
儀
」
に
、
親
王
座
の
設
営
を
記
し

　
　

て
「
近
例
錐
二
不
参
一
、
猶
設
レ
座
」
と
す
る
。
既
に
十
二
世
紀
の
当
時
か
ら
、
神

　
　

祇
官
で
行
う
場
合
に
は
、
小
忌
の
親
王
は
参
仕
し
な
い
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て

　
　

い
た
ら
し
い
。

（
3
）　

『
北
山
抄
』
巻
第
九
、
羽
林
抄
「
行
幸
」
に
詳
し
い
。

（
4
）　

『
北
山
抄
』
「
大
将
儀
」
の
「
神
今
食
」
の
項
に
も
、
「
還
御
之
時
、

雖
レ
無
二
警

　
　

躍
・
鈴
奏
等
一
、
有
二
名
対
面
一
［
出
二
中
和
門
一
。
左
次
将
間
二
大
忌
王
卿
・
侍
従
一
］
。
」

　
　

と
あ
る
。
『
蓬
莱
抄
』
も
「
寅
剋
還
レ
宮
。
大
忌
上
卿
於
二
陰
明
門
外
幄

前
一
名
謁
。

　
　

右
近
次
将
問
し
之
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
名
謁
は
内
裏
へ
の
還
御
の
際
の
事
と
し

　
　

て
、
行
幸
記
事
の
最
後
に
記
し
て
い
る
。
日
記
で
は
、
『
山
槐
記
』
永
暦
元
年

　
　

（
一
一
六
〇
）
十
一
月
十
七
日
、
新
嘗
祭
行
幸
の
記
事
が
、
具
体
的
で
あ
る
。

（
5
）　

注
（
3
）
に
同
じ
。
当
該
部
分
は
、
「
乗
輿
入
二
承
明
門
一
。
」
の
次
に
「
次
将
左

　
　
右
相
替
常
立
二
本
方
一
［
入
レ
自
二
月
華
門
及
他
処
一
。
皆
如
レ
之
。
但
、
神
嘉
殿
武
徳

　
　
殿
不
レ
然
］
。
」
と
あ
る
。
ま
た
『
江
家
次
第
』
「
新
嘗
祭
［
中
院
儀
］
」
は
、

　
　

「
倚
二
御
輿
於
神
嘉
殿
南
階
一
」
の
注
に
「
此
聞
左
近
陣
レ
右
、
右
近
陣
レ
左
」
と

　
　

し
、
『
世
俗
浅
深
秘
抄
』
も
ま
た
、
中
和
院
で
近
衛
が
陣
を
引
く
場
合
の
定
法

　
　
を
、
「
中
院
儀
左
西
右
東
［
南
庭
也
］
。
神
祇
官
左
東
右
西
［
同
南
庭
］
」
と
す
る
。

（
6
）　

『
北
山
抄
』
「
大
将
儀
」
、
「
神
今
食
」
の
項
。

一
七
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（
7
）　

『
江
家
次
第
』
「
中
和
院
神
今
食
御
装
束
」
、
及
び
『
大
内
裏
図
考
讃
』
巻
第
七

　
　

「
中
和
院
」
を
参
照
。

（
8
）　

『
江
家
次
第
』
「
中
和
院
神
今
食
御
装
束
」

（
9
）　

『
江
家
次
第
』
「
大
嘗
会
」
、
『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
十
一
月
ニ

　
　

ニ
日
の
高
倉
天
皇
大
嘗
祭
記
、
そ
の
他
を
参
照
。

（
1
0
）　

『
永
和
大
嘗
会
記
』

（
1
1
）
注
（
5
）
『
世
俗
浅
深
秘
抄
』
に
同
じ
。

（
1
2
）　

『
大
内
裏
図
考
讃
』
巻
第
七
付
録
。
他
に
、
田
中
初
夫
氏
『
践
詐
大
嘗
祭
研
究

　

篇
』
第
二
章
第
五
節
二
「
神
座
」
が
、
諸
説
を
図
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
。

（
1
3
）
折
口
信
夫
「
大
嘗
祭
の
本
義
」
。
最
近
の
文
献
と
し
て
は
、
岡
田
精
司
氏
「
大

　
　

王
就
任
儀
礼
の
原
形
と
そ
の
展
開
ー
即
位
と
大
嘗
祭
ー
」
（
『
天
皇
代
替
り

　
　

儀
式
の
歴
史
的
展
開
ー
即
位
儀
と
大
嘗
祭

ー

』
所
収
）
、
岡
田
荘
司
氏
『
大

　

嘗
の
祭
り
』
第
三
章
「
〝
真
床
覆
裳
論
〟

と
寝
座
の
意
味
」
、
桜
井
好
朗
氏
『
祭

　
　

儀
と
註
釈
』
Ⅰ
ー
一
「
天
孫
降
臨
と
大
嘗
祭
」
等
が
あ
る
。

（
1
4
）　

『
江
次
第
砂
』
は
「
内
侍
率
縫
司
等
供
寝
具
」
に
注
し
て
「
内
裏
式
云
、
縫
殿

　
　

寮
供
寝
具
、
天
皇
御
之
者
。
而
今
唯
與
内
侍
蔵
人
縫
殿
司
、
供
之
」
と
す
る
。

　
　

即
ち
、
『
内
裏
式
』
（
逸
文
）
に
は
、
縫
殿
寮
が
寝
具
を
供
す
る
際
に
天
皇
自
ら

　
　

が
そ
の
場
に
臨
む
と
の
文
言
が
あ
っ
た
と
い
う
。
寝
具
は
、
単
な
る
添
え
物
で

　
　

は
あ
り
得
な
い
。

（
1
5
）　

『
後
鳥
羽
院
宸
記
』
建
暦
二
年
十
月
二
一
日
条

（
1
6
）　

一
例
と
し
て
、
『
江
記
』
天
仁
元
年
十
一
月
二
一
日
、
鳥
羽
天
皇
大
嘗
祭
の
記

　
　

録
に
は
、
葉
盤
を
「
二
行
」
に
据
え
る
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
7
）　

注
（
1
6
）
に
同
じ
。

（
1
8
）　

『
後
鳥
羽
院
震
記
』
建
暦
二
年
十
月
二
五
日
条

（
1
9
）　

『
後
伏
見
天
皇
御
記
』
に
よ
れ
ば
、
院
は
、
十
一
月
四
日
に
采
女
を
召
し
て
自

　
　

身
が
神
饌
の
習
礼
を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、
九
日
・
十
日
の
両
日
に
は
、
天
皇

　
　

の
座
所
に
陪
膳
の
采
女
を
召
し
、
過
去
四
度
の
大
嘗
祭
に
奉
仕
し
た
采
女
に
扶

　
　

持
を
命
じ
て
、
天
皇
に
習
礼
を
受
け
さ
せ
て
い
る
。
本
文
引
用
は
、
十
一
月
九

　
　

日
条
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八

（
2
0
）　

『
年
中
行
事
秘
抄
』
「
新
嘗
会
事
」
に
は
、
本
文
と
ほ
ぼ
同
様
の
詞
が
載
る
。

（
2
1
）　

他
に
、
『
山
槐
記
』
（
注
（
4
）
に
同
じ
）
が
、
還
御
の
際
の
神
楽
に
つ
い
て
記
す
。

（
2
2
）　

『
原
中
最
秘
抄
』
行
阿
識
語
。
ま
た
『
建
武
記
』
に
よ
れ
ば
、
行
阿
は
、
延
元

　

元
年
（
建
武
三
、
一
三
三
六
）
当
時
に
は
、
左
近
大
夫
と
し
て
後
醍
醐
の
武
者

　

所
に
候
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

＊
本
文
出
典
一
覧

『
建
武
年
中
行
事
』
『
禁
秘
抄
』
『
蓬
莱
抄
』
『
年
中
行
事
歌
合
』

　

『
世
俗
浅
深
秘
抄
』
『
永
和
大
嘗
会
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
以
上
、
『
群
書
類
従
』

　

『
年
中
行
事
抄
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
『
続
群
書
類
従
』

　

『
江
次
第
砂
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
『
続
々
群
書
類
従
』

　

『
北
山
抄
』
『
江
家
次
第
』　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

以
上
、
『
神
道
大
系
』

　

『
中
右
記
』
『
江
記
』
『
後
鳥
羽
院
震
記
』
『
後
伏
見
天
皇
御
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
以
上
、
『
増
補
史
料
大
成
』

　

『
令
義
解
』
『
延
喜
式
』　
　
　
　
　
　

ー

以
上
、
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』

原
則
と
し
て
旧
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
、
注
記
は
〔
〕
内
に
一
行
書
き
と
し
た
。

ま
た
、
引
用
に
あ
た
っ
て
、
『
建
武
年
中
行
事
』
に
つ
い
て
は
、
和
田
英
松
註
解
・
所

功
校
訂
『
新
訂
建
武
年
中
行
事
註
解
』
を
参
考
に
仮
名
遣
い
・
文
字
遣
い
等
を
改
め
、

『
禁
秘
抄
』
『
蓬
莱
抄
』
『
江
次
第
紗
』
『
年
中
行
事
抄
』
『
永
和
大
嘗
会
記
』
『
後
鳥
羽

院
震
記
』
『
後
伏
見
天
皇
御
記
』
に
つ
い
て
は
、
私
に
句
読
点
等
を
改
め
た
り
加
え
た

り
し
た
。




